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２
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２
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２
０
年
度
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事
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会
計
予
算
（
案
）

質
疑
応
答
（
採
決
）

・
そ
の
他
、
報
告
す
べ
き
事
項

議
長
解
任

閉
会
あ
い
さ
つ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
観
点
か
ら
、
今
総

会
は
書
面
評
決
で
行
い
ま
す
。

ご
意
見
、
ご
質
問
の
あ
る
方
は
東
腎
協
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
規
約　

第
４
章
　
総
会

第
１５
条
（
総
会
）

総
会
は
、
毎
年
１
回
開
催
し
、
正
会
員
を
も
っ
て
構
成
す

る
。
総
会
で
は
、
①
活
動
経
過
報
告
と
決
算
お
よ
び
会
計
監

査
報
告
の
承
認
②
活
動
方
針
お
よ
び
予
算
の
決
定
③
規
約
の

改
廃
④
役
員
の
選
出
⑤
そ
の
他
会
務
に
関
す
る
事
項
等
を
審

議
決
定
す
る
。

第
１６
条
（
臨
時
総
会
）

正
会
員
の
５
分
の
１
以
上
の
要
求
が
あ
っ
た
と
き
、
ま
た

は
常
任
幹
事
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
臨
時
総
会
を
開
催

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
１７
条
（
召
集
）

総
会
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。

２　

総
会
を
招
集
す
る
と
き
は
、
会
議
の
日
時
、
場
所
、
目

的
、
及
び
審
議
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
っ
て
、
少
な

く
と
も
７
日
前
ま
で
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
１８
条
（
議
長
）

総
会
の
議
長
は
、
そ
の
総
会
に
お
い
て
、
出
席
正
会
員
の

中
か
ら
選
出
す
る
。

第
１９
条
（
定
足
数
）

総
会
に
お
い
て
は
正
会
員
の
２
分
の
１
以
上
の
出
席
が
な

け
れ
ば
開
会
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
２０
条
（
議
決
）

総
会
の
議
事
は
、
出
席
正
会
員
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
し
、

可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
２１
条
（
委
任
等
）

や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
、
総
会
に
出
席
で
き
な
い
正

会
員
は
、
書
面
に
よ
り
表
決
を
委
任
で
き
る
。
こ
の
場
合
前

２
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
総
会
に
出
席
し
た
も
の

と
み
な
す
。

第
２２
条
（
議
事
録
）

総
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
議
事

録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
日
時
及
び
場
所

正
会
員
の
現
在
員
数
、
出
席
者
数
及
び
出
席
者
氏
名
（
表

決
委
任
者
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、そ
の
旨
を
付
記
す
る
こ
と
）

（
２
）
審
議
事
項
及
び
決
議
事
項

（
３
）
議
事
の
経
過
の
概
要
及
び
そ
の
結
果

（
４
）
議
事
録
署
名
人
の
選
任
に
関
す
る
事
項

２　

議
事
録
に
は
、
議
長
及
び
そ
の
会
議
に
お
い
て
選
任
さ

れ
た
議
事
録
署
名
人
２
人
以
上
が
、
書
名
、
捺
印
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。



1 No.229／2020年 5 月

１
．
は
じ
め
に

２
０
１
９
年
度
の
東
腎
協
の
活
動
は
、

大
災
害
時
に
お
け
る
透
析
患
者
の
災
害

対
策
を
重
点
課
題
と
し
、
東
京
都
透
析

医
会
災
害
対
策
委
員
会
を
中
心
と
し
た

「
東
京
都
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」（
東
京
都
区
部
災
害
時
透
析
医

療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
三
多
摩
腎
疾
患
治

療
医
会
災
害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
東
京
都
臨
床
工
学
技
士
会
災
害
対

策
委
員
会
）
等
と
連
携
を
強
化
し
、
９

月
の
第
９
回
大
会
で
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

を
開
催
す
る
な
ど
、
災
害
時
の
透
析
医

療
に
つ
い
て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

透
析
医
療
環
境
を
守
る
運
動
で
は
、

各
種
医
療
費
助
成
制
度
の
維
持
継
続
、

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
対
策
、
透
析

医
療
の
安
全
等
に
つ
い
て
、
２
０
２
０

年
度
の
東
京
都
予
算
に
要
請
を
行
い
、

従
来
通
り
維
持
継
続
の
回
答
を
得
ま
し

た
。ま

た
、
社
会
貢
献
事
業
で
は
「
腎
臓

病
を
考
え
る
都
民
の
集
い
」
や
「
臓
器

移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
東

京
都
と
共
催
し
ま
し
た
が
、
２
０
２
０

２
０
１
９
年
度
事
業
報
告

２
０
１
９
年
度
事
業
報
告

（表 １）２０１８年１２月末　慢性透析療法の現状� 日本透析医学会資料

透析施設数 ４，４０２施設 ４２施設増
慢性透析者 ３３９，８４１人 ５，３３６人増

通
院

血液透析等 ２９９，０８９人 ８８.０％
腹膜透析等 ８，９５３人 ２.６％

入
院

血液透析等 ３０，５８７人 ９.０％
腹膜透析等 ４９２人 ０.１％

在宅血液透析 ７２０人 ２.０％
夜間透析 ３１，５４４人 ９.２％

新規導入患者数 ４０，４６８人 ４９１人減
死亡患者数 ３３，８６３人 １，３３１人増

導入平均年齢 ６９.９９歳 ０.２歳増
患者平均年齢 ６８.７５歳 ０.３歳増
最長透析者 ５０年 ４ ヶ月

（表 ２）２０１８年１２月末　年齢・男女別患者数� 日本透析医学会資料

透析年数 男 女 合計 ％

５ 年未満 １０６，３０４人 ４９，０６３人 １５５，３６７人 ４７.５％

５ 年以上１０年未満 ５３，８９５人 ２７，２２４人 ８１，１１９人 ２４.８％

１０年以上１５年未満 ２５，８２３人 １５，０４５人 ４０，８６８人 １２.５％

１５年以上２０年未満 １３，１０４人 ９，２５４人 ２２，３５８人 ６.８％

２０年以上２５年未満 ７，１２１人 ５，６２５人 １２，７４６人 ３.９％

２５年以上３０年未満 ３，８１１人 ３，４２９人 ７，２４０人 ２.２％

３０年以上３５年未満 ２，１２５人 １，９７４人 ４，０９９人 １.３％

３５年以上４０年未満 １，１５２人 １，０４３人 ２，１９５人 ０.７％

４０年以上 ５４６人 ５１６人 １，０６２人 ０.３％

不明・記載なし １９７人 ８５人 ２８２人

合　　　計 ２１４，０７８人 １１３，２５８人 ３２７，３３６人

年齢別 男 女 合計 ％

６０歳未満 ５０，７８４人 ２０，９９０人 ７１，７７４人 ２１.９％

６０歳以上 ２２，７５６人 １０，６９７人 ３３，４５３人 １０.２％

６５歳以上 ３４，６１４人 １７，４５０人 ５２，０６４人 １５.９％

７０歳以上 ３５，７５９人 １８，５５９人 ５４，３１８人 １６.６％

７５歳以上 ７０，１６５人 ４５，５６２人 １１５，７２７人 ３５.３％

合　　　計 ２１４，０７８人 １１３，２５８人 ３２７，３３６人

（表 ３）
都道府県患者数上位（ １～１０位）

２０１８年１２月末 前年比

１ ．東京 ３２，６８２人 ５２８人

２ ．大阪 ２４，０７０人 ２６９人

３ ．神奈川 ２１，６６４人 ５０８人

４ ．愛知 １８，７８３人 ４８４人

５ ．埼玉 １８，５４１人 ２８９人

６ ．北海道 １６，０６０人 ３７０人

７ ．千葉 １５，５２５人 １４３人

８ ．福岡 １５，１３７人 ２４３人

９ ．兵庫 １４，０３９０人 ３５４人

１０．静岡 １１，１１５８人 △２９人
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年
に
な
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
問
題
が
発
生
し
、「
都
民
の
集

い
」
や
「
国
会
請
願
」
が
中
止
、
延
期

に
な
り
ま
し
た
。

２
．
透
析
患
者
を
め
ぐ
る
情
勢

（
１
）
２
０
１
８
年
末
慢
性
透
析
患
者

の
現
状
（
表
１
～
表
３
）

（
表
１
．
２
０
１
８
年
１２
月
末　

慢
性

透
析
療
法
の
現
状
…
日
本
透
析
医
学
会

資
料
）

（
表
２
．
２
０
１
８
年
１２
月
末　

年
齢

・
男
女
別
患
者
数
…
日
本
透
析
医
学
会

資
料
）

（
表
３
．
２
０
１
８
年
１２
月
末　

都
道

府
県
患
者
数
上
位
…
日
本
透
析
医
学
会

資
料
）

（
全
国
の
慢
性
透
析
患
者
の
特
徴
）

①
２
０
１
８
年
末
慢
性
透
析
患
者
３
３

９
，８
４
１
人（
前
年
比
５
，３
３
６
増
）

②
２
０
１
８
年
末
透
析
患
者
の
高
齢
化

（
平
均
６８
・
７５
歳
／
前
年
比
０
・
３
歳
増
）

③
２
０
１
８
年
末
新
規
導
入
患
者
の
高

齢
化
（
平
均
６９
・
９９
歳
／
前
年
比
０
・

２
歳
増
）

④
２
０
１
８
年
末
の
東
京
の
透
析
患
者

数
は
３
２
，６
８
２
人
（
前
年
比
５
２

８
人
増
）

（
２
）
透
析
患
者
の
医
療
費
を
め
ぐ
る

情
勢

①
各
種
医
療
費
助
成
制
度
の
後
退
（
地

方
に
お
け
る
個
人
負
担
増
）

全
国
で
は
２７
都
府
県
で
人
工
透
析
に

関
わ
る
費
用
の
自
己
負
担
が
発
生
し
て

い
ま
す
（
東
京
都
は
東
京
都
難
病
医
療

費
助
成
制
度
・
マ
ル
都
に
よ
り
負
担
な

し
・
高
額
所
得
者
を
除
く
）。

人
工
透
析
や
そ
の
他
の
病
気
で
受
診

し
た
場
合
で
も
、
一
医
療
機
関
の
受
診

に
対
し
月
２
回
以
上
受
診
し
た
場
合
、

１
回
に
つ
き
３
０
０
円
～
５
０
０
円
の

診
療
費
、
薬
代
の
自
己
負
担
が
発
生
し

て
い
ま
す
（
上
限
５
，０
０
０
円
な
ど

が
あ
り
ま
す
）。

②
人
工
透
析
に
関
わ
る
診
療
報
酬
の
改

定
２
０
２
０
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
は
、

人
工
腎
臓
や
経
皮
的
シ
ャ
ン
ト
拡
張
術

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
に
続
き
、
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ

ー
な
ど
の
人
工
腎
臓
用
特
定
保
健
医
療

材
料
の
価
格
改
定
や
人
工
腎
臓
の
加
算

な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３
．�

東
腎
協
の
患
者
・
患
者
会
の

現
状

（
１
）
患
者
、
患
者
会
の
現
状

過去 ３年間の会員推移

年度 ２０１６年 ２０１７年 ２０１８年 ２０１９年

期首会員数 ３５００人 ３２００人 ２８２７人 ２４０９人

前年比 ▲６５０人 ▲３００人 ▲３７８人 ▲４１８人

患者会数 １０９ ８８ ８０ ７３

①
２
０
１
９
年
度
患
者
会
の
動
向
に
つ

い
て患

者
会
の
現
状
は
、
透
析
患
者
の
高

齢
化
や
透
析
医
療
制
度
の
安
定
化
、
患

者
会
活
動
の
魅
力
減
な
ど
か
ら
、
昨
年

度
は
４
０
０
名
を
超
え
る
会
員
減
少
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
な
ど
か
ら
患
者
会
の
解

散
、
個
人
会
員
へ
の
移
行
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
患
者
会
の
維
持
継
続
は
ま
す

ま
す
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

②
患
者
会
活
動
は
東
腎
協
運
動
の
カ
ナ

メ
「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
安
心

し
て
透
析
が
受
け
ら
れ
る
医
療
体
制
」

を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、「
患
者

会
が
抱
え
る
問
題
」
解
決
は
重
要
な
課

題
で
す
。
東
腎
協
と
し
て
必
要
な
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
十
分
だ
っ
た
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

諸
問
題
解
決
の
た
め
に
、
正
会
員
会

議
や
東
腎
協
役
員
に
相
談
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

③
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
重
要
性

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
、
正
会
員
会
議
や

個
人
会
員
交
流
会
、
学
習
会
な
ど
を
企

画
し
ま
し
た
が
、
参
加
者
も
年
々
減
少

し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
個
人
会
員

・
患
者
会
会
員
の
実
情
を
把
握
し
、
会

員
同
士
の
交
流
を
図
る
た
め
に
も
ブ
ロ

ッ
ク
活
動
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

４
．
２
０
１
９
年
度
の
活
動
報
告

（
１
）
ブ
ロ
ッ
ク
・
青
年
部
・
地
域
腎

友
会
そ
の
他
の
活
動
報
告

□
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長�

酒
井　

豊

２
０
１
９
年
は
７
月
２１
日
、
１１
月
１７
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日
に
、
主
に
災
害
対
策
に
つ
い
て
、
東

京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員
会
の
取

り
組
み
や
東
腎
協
の
連
絡
体
制
ま
た
、

災
害
時
看
護
の
会
の
取
り
組
み
や
災
害

時
の
食
事
の
取
り
方
等
の
講
演
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
に
は
や
は
り
会
員
の
減
少
、

高
齢
化
等
問
題
も
各
腎
友
会
共
通
の
意

見
と
し
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

３
月
２９
日
に
懇
親
会
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
新
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
止

む
を
得
ず
中
止
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度
は
組
織
拡
張
や
災
害

対
策
、
各
腎
友
会
の
問
題
点
等
昨
年
度

に
続
い
て
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
的
な

物
を
取
り
入
れ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

□
中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
長�

古
暮　

宏

２
０
１
９
年
度
の
中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

活
動
は
、

〇
８
月
４
日
（
日
）
個
人
会
員
交
流
会

・
参
加
者
９
人
。
正
会
員
交
流
会
・
参

加
者
１０
人
。
ル
ノ
ア
ー
ル
新
宿
三
丁
目

ビ
ッ
ク
ス
ビ
ル
（
内
容
）
①
東
腎
協
活

動
報
告
会
員
近
況
報
告
②
東
腎
協
へ
の

要
望

〇
１０
月
２０
日
（
日
）
正
会
員
、
個
人
会

員
合
同
勉
強
会
・
参
加
者
１３
人
。
ル
ノ

ア
ー
ル
新
宿
三
丁
目
ビ
ッ
ク
ス
ビ
ル
。

（
内
容
）
①
東
腎
協
活
動
報
告
②
講
演

会
「
災
害
時
の
透
析
医
療
を
ど
う
確
保

す
る
か
」
③
会
員
近
況
報
告

講
師
：
戸
倉
振
一
東
腎
協
会
長

〇
２
０
２
０
年
２
月
２
日
（
日
）
会
員

合
同
新
年
懇
談
会
。
参
加
者
１３
人
。
北

海
道
飯
田
橋
駅
前
店
①
東
腎
協
活
動
報

告
②
会
食
：
会
員
近
況
報
告

正
会
員
の
近
況
報
告
で
は
会
員
の
高

齢
化
、
新
規
入
会
者
が
少
な
い
事
等
か

ら
会
員
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

事
、
患
者
会
役
員
の
高
齢
化
、
後
継
者

不
足
等
の
た
め
、
患
者
会
の
存
続
、
運

営
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
事
な
ど
が

報
告
さ
れ
、
東
腎
協
に
対
し
入
会
の
動

機
付
け
に
な
る
様
な
企
画
や
情
報
を
提

供
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
個
人
会
員
の
近
況
報
告
で
は
透

析
に
伴
う
合
併
症
に
よ
り
体
調
が
思
わ

し
く
な
い
こ
と
、
機
関
誌
「
と
う
じ
ん

き
ょ
う
」
や
勉
強
会
な
ど
で
、
様
々
な

情
報
を
出
し
て
ほ
し
い
こ
と
等
の
要
望

が
有
り
ま
し
た
。

今
後
東
腎
協
と
し
て
こ
れ
ら
の
会
員

皆
様
の
切
実
な
声
に
耳
を
傾
け
し
っ
か

り
対
策
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
痛
感
し
ま
し
た
。

□
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
長�

梅
原
秀
孝

２
０
１
９
年
度
の
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
活

動
は
、
３
月
の
学
習
交
流
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
、
残

念
な
が
ら
中
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

７
月
２１
日
の
正
会
員
会
議
は
、
立
川

ア
イ
ム
第
１
会
議
室
で
正
会
員
１４
名
、

理
事
８
名
、
事
務
局
２
名
参
加
、
合
計

２４
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
題
は
①

東
腎
協
総
会
の
報
告　

新
理
事
４
名
の

紹
介
と
各
自
の
自
己
紹
介
②
多
摩
ブ
ロ

ッ
ク
活
動
と
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
③
患
者
の
抱
え
て
い
る
問
題
な
ど
。

ま
た
東
腎
協
の
活
動
方
針
の
持
続
可

能
な
患
者
会
に
つ
い
て
「
患
者
会
活
動

の
経
験
交
流
」
会
員
さ
ん
か
ら
貴
重
な

ご
意
見
を
聞
く
こ
と
が
出
来
、
大
変
有

意
義
で
し
た
。

次
に
、
１１
月
１７
日
立
川
ア
イ
ム
５
階

会
議
室
に
お
い
て
、
個
人
会
員
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
個
人
会

員
１０
名
、
理
事
７
名
、
事
務
局
２
名
の

合
計
１９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

９
月
１５
日
に
開
催
さ
れ
た
東
腎
協
大

会
で
講
演
さ
れ
た
、
三
多
摩
腎
疾
患
治

療
会
災
害
対
策
委
員
長
の
尾
田
高
志
先

生
（
八
王
子
医
療
セ
ン
タ
ー
）
の
講
演

資
料
に
基
づ
き
、
板
橋
事
務
局
長
よ
り

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
自
助
の
大

切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
次
に
関
口
理
事

よ
り
透
析
患
者
の
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て
の
経
緯
と
沿
革
に
つ
い
て
ご
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

年
が
明
け
て
２
月
９
日
八
王
子
ク
リ

エ
イ
ト
ホ
ー
ル
１１
階
第
７
学
習
室
に
お

い
て
正
会
員
会
議
を
開
催
。
戸
倉
振
一

会
長
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
近
況
情
報
と
、
東
腎
協
の
今
後

の
方
向
性
と
使
命
・
役
割
に
つ
い
て
、

特
に
災
害
対
策
の
大
切
さ
を
、
ス
ラ
イ

ド
を
活
用
し
解
り
や
す
く
説
明
し
て
頂

き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
大
変
好

評
で
し
た
。

３
月
８
日
の
学
習
交
流
会
は
、
糸
賀

久
夫
東
腎
協
元
会
長
よ
り
、
東
腎
協
の

歴
史
と
４８
年
の
透
析
生
活
に
つ
い
て
講

演
頂
く
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
よ
り
残
念
な
が
ら
中
止
に
な

り
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
は
災
害
対
策
と
腎
臓
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
取
り

組
み
活
動
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

□
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
長�

榊
原
靖
夫

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
主
な
活
動
は

〇
８
月
４
日
（
日
）「
正
会
員
会
議
」

ル
ノ
ア
ー
ル
巣
鴨
店
会
議
室
に
て

〇
１１
月
１７
日（
日
）「
個
人
会
員
交
流
会
」

ル
ノ
ア
ー
ル
巣
鴨
店
会
議
室
に
て
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〇
２
０
２
０
年
３
月
２９
日
「
正
会
員
会

議
兼
懇
親
会
」
を
企
画
し
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

正
会
員
皆
様
の
安
全
を
計
り
中
止
と
致

し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
度
の
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
活

動
は
、
永
年
の
懸
案
で
あ
る
病
院
患
者

会
の
解
散
、
休
止
の
阻
止
、
ま
た
そ
れ

に
伴
う
会
員
減
少
に
歯
止
め
を
懸
け
る

べ
く
、
正
会
員
の
皆
様
と
真
剣
に
情
報

交
換
や
意
見
交
換
を
行
い
問
題
点
や
方

法
論
を
議
論
し
て
来
ま
し
た
。

や
は
り
一
番
の
問
題
点
は
後
継
者
不

足
、
そ
し
て
人
材
難
で
す
。
北
部
ブ
ロ

ッ
ク
の
各
患
者
会
会
長
さ
ん
や
正
会
員

さ
ん
は
長
い
間
、
患
者
会
活
動
に
情
熱

を
傾
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
又
、
後
継

者
の
育
成
に
も
励
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
志
し
が
な
か
な

か
伝
わ
っ
て
行
っ
て
い
な
い
感
が
あ
り

ま
す
。

患
者
会
活
動
の
必
要
性
や
意
義
を
理

解
し
て
も
ら
う
に
は
新
規
透
析
患
者
も

既
存
の
透
析
患
者
も
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
東
腎
協
発
足
以
来
、
病
院
内
や
地

域
に
根
差
し
た
地
道
な
活
動
を
し
て
来

ま
し
た
。
こ
の
事
は
患
者
会
活
動
の
原

点
だ
と
思
い
ま
す
。

厳
し
く
な
る
社
会
情
勢
の
中
で
私
達

透
析
患
者
は
結
束
し
て
い
る
事
が
大
切

に
な
り
ま
す
。
諦
め
ず
、
粘
り
強
く
新

し
い
仲
間
に
呼
び
か
け
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

□
青
年
部
長�

小
林
正
和

昨
年
度
か
ら
私
が
理
事
に
な
り
理
事

会
に
も
参
加
。
他
１
名
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

①
１２
月
１５
日
、
六
義
園
散
策
と
ラ
ン
チ

交
流
会
開
催
（
東
腎
協
青
年
部
主
催
）

６
名
参
加

②
８
月
４
日
、
今
後
の
青
年
部
活
動
に

つ
い
て
青
年
部
と
戸
倉
会
長
と
板
橋
事

務
局
長
と
の
話
し
合
い
を
行
っ
た
。

③
全
腎
協
青
年
研
修
会
・
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
青
年
交
流
会
・
他
県
交
流
会
・
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
部
長
会
議
の
参
加
。

④
青
年
部
会
を
数
回
開
催

□
東
京
歩
こ
う
会�
古
暮　

宏

私
達
透
析
患
者
の
多
く
は
日
頃
の
運

動
不
足
に
よ
り
筋
力
、
体
力
が
低
下
し

生
命
予
後
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。
そ
の
解
消
の
一
助
に
と
東
腎
協

と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
の
枠
を
超
え
て
昨
年

ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
東
京
歩
こ
う
会
で

す
。２

年
目
の
今
年
は
４
月
７
日
（
日
）

「
神
代
植
物
公
園
の
花
々
と
深
大
寺
そ

ば
を
楽
し
む
」、
６
月
１６
日
（
日
）「
新

天
皇
を
迎
え
華
や
ぐ
皇
居
東
御
苑
を
訪

ね
ま
す
」、
９
月
１
日
（
日
）「（
洗
足

池
界
隈
を
巡
る
）歴
史
と
納
涼
の
散
策
」、

１２
月
８
日
（
日
）「
紅
葉
の
駒
込
六
義

園
と
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
を
歩
く
」

４
回
実
施
、
い
ず
れ
も
幸
い
好
天
に

恵
ま
れ
事
故
無
く
和
気
あ
い
あ
い
と
会

員
同
士
語
ら
い
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
む
事
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
４
月
１４
日
（
日
）
に
は
一
周
年

記
念
学
習
交
流
会
を
開
催
、「
透
析
生

活
に
生
か
す
正
し
い
歩
き
方
」
と
題
し

て
高
島
平
中
央
総
合
病
院
の
杉
山
隆
廣

先
生
に
よ
る
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
５
月
、
７
月
、
９
月
、
１１

月
、
２
０
２
１
年
１
月
、
３
月
に
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

（
２
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
の
活
動
報
告

①
東
京
都
透
析
医
会
と
の
連
携

東
京
都
透
析
医
会
と
の
連
携
は
、
東

腎
協
第
９
回
大
会
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
を
ど
う

確
保
す
る
か
」
で
ご
協
力
を
頂
き
成
功

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策

委
員
に
患
者
を
代
表
し
て
、
戸
倉
会
長

と
宿
野
部
元
青
年
部
長
が
任
命
さ
れ
、

委
員
会
お
よ
び
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で

災
害
対
策
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
情
報
共
有
が
迅
速
に
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

②
東
京
都
予
算
要
請

東
腎
協
の
重
要
な
活
動
で
あ
る
東
京

都
へ
の
２
０
２
０
年
度
予
算
要
請
が
、

８
月
２９
日
（
木
）
都
庁
第
一
本
庁
舎
２９

Ｆ
会
議
室
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
下
の
９
つ
の
大
項
目
と
１５
の
小
項
目

（
機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
Ｎ
Ｏ
．

２
２
４
秋
号
に
要
約
を
掲
載
）
に
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

１
．
各
種
医
療
助
成
制
度
等
の
維
持

継
続
に
つ
い
て　

２
．
要
介
護
透
析
者

へ
の
支
援
強
化
に
つ
い
て　

３
．
Ｃ
Ｋ

Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て　

４
．
腎
臓
病
患
者
の
救
急
医

療
に
つ
い
て　

５
．
透
析
医
療
の
安
全

に
つ
い
て　

６
．
患
者
中
心
の
透
析
医

療
に
つ
い
て　

７
．
透
析
患
者
へ
の
大

災
害
対
策
に
つ
い
て　

８
．
再
生
医
療

と
臓
器
移
植
に
つ
い
て　

９
．
就
労
支

援
に
つ
い
て

③
都
議
会
各
党
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

東
京
都
へ
の
予
算
要
請
の
実
現
の
た

め
、
都
議
会
各
党
派
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

が
７
月
３０
日
（
火
）
に
日
本
共
産
党
東
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京
都
議
団
、
８
月
１
日
（
木
）
に
都
民

フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
東
京
都
議
団
、
８
月

２０
日
（
火
）
に
都
議
会
公
明
党
、
都
議

会
立
憲
民
主
党
・
民
主
ク
ラ
ブ
、
都
議

会
自
由
民
主
党
の
各
党
派
と
２０
分
～
３０

分
の
話
し
合
い
が
も
た
れ
、
透
析
患
者

の
実
態
と
要
請
の
内
容
を
説
明
し
、
理

解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

④
東
腎
協
第
９
回
大
会

９
月
１５
日
（
日
）
第
９
回
東
腎
協
大

会
が
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
Ｆ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

参
加
者
は
一
般
会
員
、
賛
助
会
員
、

東
腎
協
役
員
を
合
わ
せ
て
約
１
３
０
名
。

第
一
部
は
東
京
都
疾
病
対
策
課
鈴
木

課
長
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
東
京
都
議
団

副
幹
事
長
木
下
ふ
み
こ
様
、
都
議
会
自

由
民
主
党
幹
事
長
鈴
木
章
浩
様
、
都
議

会
公
明
党
副
幹
事
長
伊
藤
こ
う
い
ち
様
、

日
本
共
産
党
東
京
都
議
会
議
員
団
藤
田

り
ょ
う
こ
様
、
都
議
会
立
憲
民
主
党
・

民
主
ク
ラ
ブ
幹
事
長
代
行
宮
瀬
英
治
様
、

全
腎
協
馬
場
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
、
長
期
透
析
者
（
４０
年

１０
名
、
３０
年
１６
名
）
の
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。

第
二
部
は
東
京
都
福
祉
保
健
局
疾
病

対
策
課
・
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策

委
員
会
・
東
京
都
臨
床
工
学
技
士
会
災

害
対
策
委
員
会
の
協
力
を
得
て
「
災
害

時
に
お
け
る
透
析
医
療
を
ど
う
確
保
す

る
か
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
頂
き
ま

し
た
。（『
と
う
じ
ん
き
ょ
う
』
Ｎ
Ｏ
．

２
２
７
秋
号
に
講
演
記
録
掲
載
）

⑤
国
会
請
願
運
動

第
４９
次
国
会
請
願
は
２
０
２
０
年
３

月
１９
日
（
木
）
に
行
わ
れ
る
予
定
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
り
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
又
、

今
後
の
日
程
等
詳
細
が
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。
東
京
の
署
名
数
は
全
腎
協
１
０
，

９
８
５
筆
（
昨
年
１
０
，９
７
１
筆
）、

募
金
は
６
９
２
，５
９
０
円
（
昨
年
７

３
５
，１
４
０
円
）
で
し
た
。
会
員
の

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
３
）
社
会
貢
献
事
業
活
動
報
告

①
第
３９
回
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

第
３９
回
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
台
風
１９
号
の
影
響
を
受
け
、

朝
か
ら
小
雨
が
降
る
中
で
行
わ
れ
ま
し

た
。午

前
の
部
は
１０
時
か
ら
、
東
京
都
、

東
腎
協
役
員
・
会
員
・
東
京
医
大
八
王

子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
先
生
や
看
護
師
さ

ん
、
総
勢
３７
名
の
参
加
で
行
わ
れ
、
午

後
の
部
は
、
１２
時
４５
分
か
ら
、
東
京
都

疾
病
対
策
課
鈴
木
祐
子
課
長
、
東
京
女

子
医
大
移
植
者
の
会
（
あ
け
ぼ
の
会
）、

一
般
会
員
参
加
者
を
迎
え
総
勢
５０
名
で

行
い
ま
し
た
。
開
会
式
の
後
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
５
０
０
０
個
（
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
入

り
）、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
風
船
１
０
０

個
な
ど
を
道
行
く
人
達
に
配
布
し
ま
し

た
。昨

年
同
様
、
一
か
所
に
集
中
し
て
上

野
公
園
で
開
催
し
、
そ
の
た
め
広
く
な

っ
た
テ
ン
ト
の
中
で
、
東
京
医
大
八
王

子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
先
生
や
看
護
師
さ

ん
た
ち
の
医
療
相
談
コ
ー
ナ
ー
等
も
あ

り
ま
し
た
が
、
雨
に
濡
れ
な
が
ら
道
行

く
人
に
声
を
掛
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
八
王
子
、
葛
飾
、
江
戸
川
、

板
橋
、
江
東
区
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
２
５

０
０
個
配
布
し
ま
し
た
（
一
部
は
台
風

に
よ
り
中
止
）。

②
臓
器
移
植
推
進
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ

レ
ー
ド

２
０
１
９
年
度
の
臓
器
移
植
推
進
グ

リ
ー
ン
パ
レ
ー
ド
は
、１０
月
２７
日
（
日
）、

好
天
気
の
中
で
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

前
日
の
２６
日
（
土
）
１４
時
か
ら
は
前

日
祭
と
し
て
、
東
腎
協
よ
り
４
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
福
嶌
教
偉
先
生
（
国
立

循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
移
植
部
長
）の「
臓

器
移
植
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」
と
相

川
厚
先
生
（
東
邦
大
学
医
学
部
名
誉
教

授
）
の
「
臓
器
移
植
の
原
因
と
今
後
」

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
当
日
は
、
午
前
１０
時
過
ぎ

か
ら
共
催
団
体
の
全
腎
協
、
東
腎
協
、

心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会
、
日
本
移
植

者
協
議
会
、
胆
道
閉
鎖
症
の
子
供
を
守

る
会
、
ニ
ュ
ー
ハ
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
方
々

が
約
８０
名
、
日
比
谷
公
園
公
会
堂
横
に

集
合
。
東
腎
協
か
ら
は
約
１３
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

そ
し
て
１２
時
か
ら
、
昨
年
と
同
様
に

青
山
学
院
大
学
学
友
会
バ
ト
ン
ト
ワ
リ

ン
グ
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
皆
さ
ん
を

先
頭
に
パ
レ
ー
ド
が
始
ま
り
ま
し
た
。

店
員
さ
ん
が
お
店
の
外
ま
で
出
て
く
る

方
や
、
道
行
く
人
た
ち
も
思
わ
ず
立
ち

止
ま
り
、
風
船
、
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
入
り

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
受
け

取
っ
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
８
月
２８
日
（
水
）
メ
デ
ィ
ア

の
方
た
ち
を
呼
ん
で
の
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
が
あ
り
、
東
腎
協

よ
り
２
名
参
加
し
ま
し
た
。

③
第
３１
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集

い
３
月
１５
日
（
日
）
午
後
１
時
か
ら
４
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時
半
ま
で
都
民
ホ
ー
ル
（
都
庁
議
会
棟

１
Ｆ
）
で
第
３１
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都

民
の
集
い
の
開
催
予
定
で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

講
師
に
は
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
助

教
の
福
井
亮
先
生
「
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ

Ｋ
Ｄ
）
を
よ
く
知
ろ
う
」、
東
京
慈
恵

会
医
科
大
学
附
属
病
院　

栄
養
部
係
長

（
栄
養
管
理
士
）
の
赤
石
定
典
先
生
に

は
「
今
日
か
ら
実
践
！
」
の
講
演
予
定

で
し
た
。
２
０
２
１
年
度
に
再
度
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
４
）
委
員
会
活
動
報
告

①
政
策
行
政
委
員
会�

古
暮　

宏

東
京
都
２
０
２
０
年
度
予
算
要
請
と

し
て
９
項
目
を
要
請
し
、
そ
の
後
東
京

都
議
会
各
党
会
派
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。
８
月
２９
日
に
東
京
都
福

祉
保
険
局
担
当
部
門
か
ら
回
答
が
あ
り

最
重
点
項
目
の
各
種
医
療
費
助
成
制
度

の
維
持
継
続
が
２
０
２
０
年
度
も
従
来

通
り
実
施
さ
れ
る
事
、
そ
の
他
の
項
目

の
多
く
に
つ
い
て
も
一
定
の
前
向
き
な

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
政
策
行
政
委
員
会
の
最
も

重
要
な
活
動
と
し
て
東
京
都
予
算
要
請

活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

②
災
害
対
策
委
員
会�

戸
倉
振
一

２
０
１
８
年
に
東
京
都
透
析
医
会
災

害
対
策
委
員
会
が
発
足
し
た
こ
と
に
よ

り
、
東
京
都
の
災
害
対
策
が
急
速
に
進

展
し
ま
し
た
が
、
第
９
回
大
会
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
、
そ
の
取
組
の
状
況
を
詳

細
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
９
月
か
ら
は
東
腎
協
か

ら
も
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員

会
に
患
者
の
代
表
と
し
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
委
員
会
や

委
員
会
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
よ
り
、

常
に
情
報
共
有
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

昨
年
の
台
風
１５
号
や
１９
号
の
事
前
の

対
策
や
透
析
施
設
の
状
況
も
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
把
握
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
の
な
か
に
、
区
市
町

村
が
き
ち
ん
と
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ

と
が
大
変
に
重
要
な
こ
と
と
な
り
ま
す
。

日
野
市
で
は
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
各
区
市
町

村
に
も
広
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

来
年
度
は
東
京
都
福
祉
保
健
局
発
行

の
災
害
時
透
析
医
療
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
改
定
も
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
東

腎
協
と
し
て
も
患
者
向
け
の
災
害
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
し
て
会
員
の
皆

さ
ん
へ
配
布
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
総
務
委
員
会�

須
賀
春
美

諸
規
定
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

④
広
報
委
員
会�

板
橋
俊
司

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
Ｎ
Ｏ
．

２
２
５
～
Ｎ
Ｏ
．２
２
８
号
発
行
、
Ｈ

Ｐ
管
理
更
新

（
５
）
関
連
す
る
他
団
体
と
の
活
動

①
全
国
腎
臓
病
協
議
会

２
０
１
９
年
７
月
６
～
７
日
の
全
腎

協
大
会
㏌
大
分
に
東
腎
協
か
ら
３
名
参

加
、
７
月
２７
～
２８
日
の
事
務
局
長
会
議

（
２
名
）、
同
青
年
部
長
会
議
（
１
名
）、

１１
月
２
～
３
日
の
通
院
介
護
研
修
会

（
２
名
）、１１
月
１６
日
の
全
国
代
表
者
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
２
名
）
等
に
参
加
し
た
。

全
腎
協
理
事
に
は
、
榊
原
靖
夫
理
事

が
選
出
さ
れ
た
。

②
全
腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

２
０
１
９
年
８
月
２４
～
２５
日
の
第
８４

回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
㏌
山
梨
（
３
名
）、

１２
月
１
日
の
第
８５
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
㏌
東
京
（
１６
名
）、
２
０
２
０
年
２

月
２
日
の
第
６
回
災
害
対
策
部
会
（
１

名
）
に
参
加
し
た
。
３
月
１５
日
の
組
織

対
策
部
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

よ
り
中
止
と
な
っ
た
。

③
東
京
難
病
団
体
連
合
会

２
０
１
９
年
５
月
２５
日
の
第
１７
回
総

会
に
東
腎
協
よ
り
３
名
が
参
加
し
た
。

④
板
橋
区
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

６
／
１６
腎
臓
病
講
演
会
・
総
会
、
１１

／
１６
板
橋
区
区
民
公
開
講
座
を
開
催
し

た
。

（
６
）
そ
の
他
の
事
業
報
告

東
京
都
が
管
理
し
て
い
る
「
災
害
備

蓄
米
『
は
ん
ぶ
ん
米
』」
に
つ
い
て
、

今
年
度
は
約
６
０
０
０
０
食
を
無
償
譲

渡
さ
れ
、
東
腎
協
の
指
定
す
る
病
院
施

設
・
患
者
会
・
個
人
会
員
に
２
５
０
０

０
食
配
布
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
東
京
都
の
要
請
で

全
腎
協
を
通
じ
て
全
国
の
腎
友
会
に
も

配
布
し
た
。

２
０
２
０
年
度
は
３
０
０
０
０
食
の

無
償
譲
渡
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
協
賛
企
業

協
賛
企
業
の
広
告
掲
載
事
業
に
は
、

エ
ル
ピ
ス
、
ベ
ー
タ
食
品
、
丸
大
食
品
、

清
光
会
、
春
陽
苑
、
大
杉
ニ
ッ
ト
、
キ

ッ
セ
イ
薬
品
、
わ
か
や
ま
透
析
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
昭
和
飛
行
機
、
井
口
病
院
の
ご

協
力
を
頂
い
た
。



7 No.229／2020年 5 月

２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
（
案
）

２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
（
案
）

全
腎
協
創
立
５０
周
年
（
２
０
２
１
年

東
腎
協
49
周
年

）
を 

目
指
し
て
、
持
続
可
能
な
患
者
会
を
作
ろ
う

３
．
２
０
２
０
年
度
の
活
動
計
画

（
１
）
社
会
貢
献
事
業

①「
第
４０
回
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

１０
月
４
日
（
日
）
に
上
野
恩
賜
公
園

で
東
京
都
と
共
催
で
開
催
し
ま
す
。
開

催
場
所
を
一
か
所
に
絞
り
、
昨
年
度
を

上
回
る
実
績
を
目
指
し
ま
す
。

②
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ
レ
ー
ド
の
開
催

今
年
度
も
東
腎
協
も
参
加
す
る
「
臓

器
移
植
推
進
連
絡
協
議
会
（
臓
移
連
）」

と
、「
臓
器
移
植
推
進
グ
リ
ー
ン
リ
ボ

ン
パ
レ
ー
ド
」
を
行
い
ま
す
。

③
東
京
都
へ
の
「
２
０
２
１
年
度
予
算

要
請
」

８
月
に
東
京
都
へ
「
２
０
２
１
年
度

予
算
要
請
」
を
行
い
ま
す
。
行
政
・
政

策
委
員
会
を
中
心
に
学
習
会
な
ど
を
企

画
し
要
請
内
容
を
さ
ら
に
深
め
ま
す
。

（
１
）
各
種
医
療
費
助
成
制
度
の
維
持

継
続
（
２
）
要
介
護
透
析
者
へ
の
支
援

強
化
（
３
）
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）

へ
の
取
り
組
み
推
進
（
４
）
腎
臓
病
患

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
中
心
的
テ
ー
マ

と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

２
．
患
者
会
の
存
続
を
目
指
し
て

腎
臓
病
に
関
連
す
る
「
社
会
的
課
題

「
患
者
が
抱
え
る
問
題
」
解
決
の
た
め

に
患
者
会
を
存
続
さ
せ
て
い
く
た
め
、

必
要
な
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

（
必
要
な
対
策
）

①
患
者
会
運
営
の
支
援
（
機
関
誌
の
配

布
・
会
費
集
金
な
ど
）
を
し
ま
す
。

②
個
人
会
員
の
会
費
、
企
業
・
団
体
の

協
賛
金
、
寄
付
金
で
安
定
し
た
収
入
を

得
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
ま
す
。

③
個
人
会
員
か
ら
の
人
材
登
用
。

④
患
者
に
必
要
と
さ
れ
る
団
体
へ
脱
皮
。

⑤
腎
臓
病
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の
た
め
、

患
者
の
経
験
を
発
信
（
機
関
誌
、Ｈ
Ｐ
）

し
、
社
会
に
注
目
さ
れ
る
団
体
へ
。

⑥
透
析
歴
が
初
期
、
中
期
、
長
期
、
年

代
別
の
交
流
の
機
会
を
増
や
し
ま
す
。

⑦
移
植
者
（
経
験
者
）・
保
存
期
の
患

者
へ
の
活
動
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

⑧
透
析
施
設
へ
の
入
会
案
内
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
依
頼
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
、
事
業
計
画
が
流
動
的
に

な
る
こ
と
を
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

１
．
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰

で
も
安
心
し
て
透
析
が
受
け

ら
れ
る
医
療
体
制
の
継
続
を

目
指
し
て

①
国
へ
の
要
望
の
窓
口
と
し
て
全
腎
協

の
存
続
と

・
身
近
な
地
域
で
透
析
医
療
が
受
け
ら

れ
る
医
療
体
制
の
継
続
。

・
健
康
保
険
に
お
け
る
透
析
医
療
の
患

者
負
担
限
度
額
（
１
～
２
万
円
）
の
助

成
の
継
続
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
制
度
の
継
続
。

②
東
京
都
へ
の
要
望
窓
口
と
し
て
東
腎

協
の
存
続

・
健
康
保
険
に
お
け
る
透
析
医
療
の
患

者
負
担
限
度
額（
１
万
円
）の
助
成（
マ

ル
都
）
の
継
続
。

・
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
（
マ

ル
障
）・
福
祉
手
当
の
継
続
。

③
腎
臓
病
患
者
の
社
会
復
帰
・
Ｑ
Ｏ
Ｌ

向
上
に
資
す
る
活
動
と
社
会
貢
献
。

・
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員
会

等
と
の
連
携
・
災
害
対
策
の
推
進

・
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
都
民
の
集
い
）・
臓
器
移

植
対
策
（
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

・
医
療
機
関
と
の
協
力

・
厚
生
労
働
省
が
と
り
ま
と
め
た
「
腎

疾
患
対
策
検
討
会
報
告
書
（
Ｈ
３
０
．

７
）
～
腎
疾
患
対
策
の
さ
ら
な
る
推
進

を
目
指
し
て
～
」
の
達
成
す
べ
き
目
標

の
東
京
都
で
の
推
進

・「
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
活
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
東
京
都
福
祉
保
健
局

Ｈ
２
６
．
３
改
訂
）
の
２
０
２
０
年
改

訂
に
あ
た
っ
て
、
改
訂
協
議
委
員
の
立

場
で
協
力

・
透
析
患
者
の
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）

の
向
上
に
資
す
る
た
め
、「
腎
臓
リ
ハ
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者
の
救
急
医
療
に
つ
い
て
（
５
）
透
析

医
療
の
安
全
に
つ
い
て
（
６
）
透
析
患

者
の
大
災
害
時
の
対
策
に
つ
い
て（
７
）

再
生
医
療
と
臓
器
移
植
に
つ
い
て（
８
）

就
労
支
援
に
つ
い
て
（
９
）
透
析
非
導

入
・
見
合
わ
せ
に
つ
い
て

④
第
５０
次
国
会
請
願
署
名
活
動

全
腎
協
主
催
で
４９
年
続
け
て
き
ま
し

た
「
国
会
請
願
署
名
活
動
」
は
、
今
後

も
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
活
動
で
す
。

地
道
に
確
実
に
取
り
組
み
、
国
と
の
パ

イ
プ
を
維
持
す
べ
き
活
動
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。
署
名
活
動
の
取
り
組
み
期

間
は
２
０
２
０
年
１０
月
か
ら
２
０
２
１

年
１
月
ま
で
と
い
た
し
ま
す
。

⑤
腎
臓
病
を
考
え
る
「
都
民
の
集
い
」

の
開
催

広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
を
啓
蒙
す
る
た
め
、
２

０
２
１
年
２
月
２１
日
（
日
）
に
「
腎
臓

病
を
考
え
る
都
民
の
集
い
」
を
東
京
都

と
共
催
で
開
催
し
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
・
医
療
施
設
・
公
共
施
設

等
へ
の
宣
伝
を
強
化
し
て
、
今
ま
で
以

上
の
取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す
。

⑥
首
都
圏
大
災
害
へ
の
対
策

〇
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員
会

等
と
連
携
し
、
首
都
圏
大
災
害
へ
の
対

策
を
進
め
ま
す
。
と
り
わ
け
、
区
市
町

村
ご
と
に
行
政
や
医
療
機
関
と
連
携
し
、

独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
目
指
し
ま
す
。

〇
「
災
害
時
に
お
け
る　

透
析
医
療
活

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
東
京
都
福
祉
保
健
局

Ｈ
２６
・
３
改
訂
）
の
２
０
２
０
年
改
訂

に
あ
た
っ
て
改
訂
委
員
を
選
出
し
ま
す
。

〇
「
東
腎
協
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
改
訂
を
し
ま
す
。

〇
東
腎
協
の
災
害
対
策
と
し
て
「
患
者

会
会
員
名
簿
」
の
更
新
・
作
成
と
、
災

害
時
緊
急
連
絡
網
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

（
２
）
広
報
活
動

①
機
関
誌
発
行
年
４
回
を
堅
持
す
る

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
を
１
、

５
、
７
、
１０
月
の
４
回
発
行
し
ま
す
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
・
更
新

Ｈ
Ｐ
は
イ
ベ
ン
ト
や
お
知
ら
せ
の
情

報
を
遅
滞
な
く
細
か
く
掲
載
し
、
メ
ー

ル
で
の
問
い
合
わ
せ
や
資
料
請
求
な
ど

に
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
慢
性

腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
患
者
向
け
の
情
報

を
充
実
し
て
、
個
人
会
員
と
し
て
入
会

を
促
進
し
ま
す
。

③
対
外
的
広
報
活
動
を
強
化
す
る

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に
東

腎
協
が
主
催
す
る
事
業
の
広
報
活
動
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
施
設
や
他
団

体
へ
の
情
報
提
供
を
強
化
し
ま
す
。

④
広
報
の
営
業
活
動
を
強
化
す
る

東
腎
協
の
活
動
を
理
解
い
た
だ
き
協

力
い
た
だ
く
、
賛
助
会
員
の
増
加
に
取

り
組
み
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
強
化

を
目
指
し
ま
す
。

⑤
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
患
者
の
入

会
を
強
化
し
ま
す

透
析
前
の
腎
臓
病
患
者
の
入
会
を
強

化
し
、
腎
臓
病
患
者
の
グ
ル
ー
プ
化
を

目
指
し
ま
す
。

（
３
）
事
務
局
・
組
織
活
動

①
総
会
・
理
事
会
・
正
会
員
会
議

１
．
理
事
会
開
催
は
原
則
的
に
毎
月
開

催
し
ま
す
（
８
、
１２
月
は
必
要
に
応
じ

て
開
催
）。

２
．
三
役
会
議
（
会
長
、副
会
長
、事
務

局
長
）を
毎
月
開
催
し
ま
す
。
な
お
、必

要
に
応
じ
て
拡
大
三
役
会（
三
役
、ブ
ロ

ッ
ク
長
、各
委
員
会
委
員
長
）と
し
ま
す
。

３
．
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
、
年
２
回
正
会

員
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

②
事
務
局
体
制
の
強
化

事
務
局
強
化
は
事
業
を
活
性
化
す
る

た
め
の
大
き
な
柱
で
す
。
厳
し
い
財
政

事
情
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
有
効
的

な
財
政
運
営
を
心
が
け
、
健
全
財
政
に

向
け
て
努
力
し
ま
す
。

③
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
強
化

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
は
東
腎
協
活
動
の
柱

で
す
。
会
員
・
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
組
織
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

④
青
年
部
活
動

全
国
各
県
の
青
年
部
と
情
報
を
共
有

し
、
青
年
層
の
把
握
な
ど
基
本
的
な
活

動
か
ら
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
活
動

「
東
京
歩
こ
う
会
」
な
ど
腎
臓
病
患

者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
促
進
す
る
た
め
の
活
動

を
強
化
し
ま
す
。
腎
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

⑥
東
腎
協
第
１０
回
大
会

２
０
２
０
年
９
月
２０
日
（
日
）
に
東

腎
協
第
１０
回
大
会
を
行
い
ま
す
。
長
期

透
析
者
（
４０
年
、
３０
年
）
の
表
彰
、
会

員
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
講
演
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
４
）
そ
の
他
の
事
業
活
動

①
関
連
す
る
他
団
体
と
の
共
同
事
業
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

②
（
社
）
全
腎
協
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
難
連
と

協
力
し
、
不
特
定
多
数
の
一
般
市
民
に

腎
臓
病
に
つ
い
て
広
く
啓
蒙
活
動
を
行

い
ま
す
。

③
福
祉
・
移
送
相
談
推
進
事
業
、
腎
臓

病
患
者
の
食
事
療
法
に
関
す
る
事
業
な

ど
を
行
い
ま
す
。
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2019年度　特定非営利活動に係る事業会計　収支報告書　（自2019年4月1日～至2020年3月31日）

2019年度決算 2019年度予算 予算比
(1)会費収入 13,882,594 13,960,000 99.4%

会費収入 12,812,594 12,960,000 98.9% 2,372名分

賛助会費収入 1,070,000 1,000,000 107.0%
(2)事業収入 171,650 274,200 62.6%

提携手数料収入 0 2,000 0.0%
　 都民の集い事業収入 0 100,000 0.0%

「ぜんじんきょう」発送費助成 171,650 172,200 99.7% 全腎協より助成

(3)寄付金収入 941,076 1,300,000 72.4%
　 寄付金収入 233,286 300,000 77.8%
　 募金収入 707,790 1,000,000 70.8% 国会請願募金

(4)その他の収入 2,415,525 2,784,000 86.8%
　 受取利息収入 655 0 0.0% 預金利息

　 資料印刷代収入 10,625 20,000 53.1% 患者会等資料印刷代

　 物品販売収入 4,082 0 0.0%
関東ブロック東京収入 292,054 0 0.0%
雑収入 165,109 0 0
機関誌広告収入 1,943,000 2,764,000 70.3% 機関誌広告折込、HPﾊﾞﾅｰ、名刺広告他

収入合計 17,410,845 18,318,200 95.0%

4,722,216 5,465,000 86.4%

腎移植キャンペーン事業 425,238 400,000 106.3% 運営諸費用

都民の集い事業 45,662 250,000 18.3% 運営諸費用

　 機関誌発行事業 2,888,508 3,320,000 87.0% 機関誌制作・印刷・発送費用

　 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ管理事業 219,446 190,000 115.5% 保守管理運営費用

地域の普及事業 1,143,362 1,305,000 87.6% ブロック活動、各委員会諸活動

0 0

自立支援事業 0 0 0.0%

41,358 40,000 103.4%

都庁予算要請事業 41,358 40,000 103.4% 予算要請行動他

　 4,394,688 4,548,000 96.6%

国会請願事業 103,888 180,000 57.7% 全腎協へ15%上納他

　 全腎協他に協力する事業 4,290,800 4,368,000 98.2% 全腎協分担金、東難連活動費等

（5）福祉移送相談推進事業 0 0 0.0%
福祉移送事業 0 0 0.0%

0 0 0.0%

低蛋白米の広報事業 0 30,000 0.0%
小学校食育指導事業 0 0 0.0%

0 20,000 0.0%

災害対策訓練事業 0 20,000 0.0% 災害対策委員会

9,158,262 10,143,000 90.3%
給料手当 1,200,000 2,160,000 55.6% 固定給

雑給 3,701,400 2,650,000 139.7% 変動給

法定福利費 6,524 45,000 14.5% 労働保険料

通勤交通費 621,224 530,000 117.2%
保険料 0 0 0.0% 損害保険料

事務局家賃 1,962,000 1,944,000 100.9% 4月～9月（＠162,000）10月～3月(@165,000）

什器備品費 684,936 735,000 93.2% リース料金

水道光熱費 147,046 150,000 98.0%
通信運搬費 867,360 970,000 89.4% 会員・患者会宛通信費、

支払手数料 84,333 120,000 70.3% 振込手数料等

会議費 173,400 150,000 115.6% 理事会交通費、役員会

租税公課 0 0 0.0%
事務局運営費 91,098 110,000 82.8%
事務用消耗品費 483,423 450,000 107.4%
慶弔交際費 0 50,000 0.0%
雑費 14,698 50,000 0.0%
管理費合計 10,037,442 10,114,000 99.2%

支出合計 19,195,704 20,257,000 94.8%
収支差額 △ 1,784,859 △ 1,938,800 92.1%
次期繰越収支差額 25,322,822 25,168,881 100.6% 22001199年年度度期期首首繰繰越越金金2277,,110077,,668811円円

　　　事業費合計

（1）腎臓病に関する知識の普及と
予防等を促進する事業

（2）腎臓病患者の自立を支援する
ための相談事業

(3)腎臓病患者の医療体制の充実
と福祉の向上を図る事業

（4）関連他団体との協同事業

（6）腎臓病患者の食事療法に資す
る事業

（７）腎臓病患者の災害対策事業
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2020年度　特定非営利活動に係る事業会計　予算案

勘定科目 金　額 内　　訳

会費収入 12,420,000 会員数2,300名

賛助金収入 1,000,000

提携手数料収入 0

募金収入 700,000 国会請願募金等

寄付金収入 60,000

資料印刷代収入 10,000 コピー料等

物品販売収入 0

広告料収入 2,393,500 機関誌広告料、HPバナー広告等

都民の集い協賛収入 100,000 全腎協補助金

全腎協会報発送費収入 197,100 全腎協補助金 

全腎協特区チャレンジ 200,000 全腎協補助金

受取利息 0

雑収入 0

収入合計 17,080,600

腎移植キャンペーン 400,000 上野恩賜公園

都民の集い 250,000

機関誌発行事業 3,050,000 機関誌「とうじんきょう」発行

ホームページ 190,000 保守維持費、更新料等

組織活動費 1,245,000 ブロック活動、青年部、会員拡大、大会総会費用等

QOL向上事業 60,000 東京歩こう会等

全腎協大会参加費 140,000

関東ブロック 50,000

国会請願募金 150,000 全腎協へ募金の15%、ポスターチラシ、日当、交通費等

低蛋白米広報 0 災害備蓄米送料等

災害対策事業 120,000 委員会、資料印刷代等

他団体との提携 48,000 東難連会費等

全腎協協力金 4,320,000 2,400名　@150円/月

　 事業費合計 10,023,000

給料手当 1,200,000 事務局人件費(固定給）

雑給 2,980,000 事務局人件費(変動給）

通勤交通費 530,000 通勤定期代

法定福利費 30,000 労働保険料

損害保険料 20,000

事務局家賃 2,106,800 162,000円/月　更新料1ヶ月等

リース料 685,000 印刷機器リース料

什器備品費 0

水道光熱費 150,000

通信運搬費 720,000 配送料等

支払手数料 92,000 送金手数料等

会議費 150,000 理事会交通費等

事務局運営費 100,000

事務用消耗品費 460,000

慶弔交際費 50,000

租税公課 0

雑費 0

管理費合計 9,273,800

  支出合計 19,296,800

収支差額 △ 2,216,200

次期繰越収支差額 23,106,622 2020年度期首繰越額25,322,822円

事
　
業
　
費

管
　
理
　
費

収
　
入
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68
歳
の
誕
生
日
に
透
析
導
入

今
年
の
３
月
１０
日
で
７１
歳
に
な
り
、

透
析
生
活
４
年
日
な
り
ま
し
た
。
誕
生

日
に
透
析
に
入
る
と
忘
れ
な
い
と
思
い
、

近
所
の
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で

「
長
生
き
を
し
た
い
な
ら
透
析
し
な
さ

い
。
あ
な
た
は
ま
だ
若
い
の
だ
か
ら
」

と
、
老
人
会
の
カ
ラ
オ
ケ
の
会
の
透
析

を
拒
否
し
て
亡
く
な
っ
た
方
の
奥
さ
ん

達
に
説
得
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
シ
ャ

ン
ト
を
作
り
に
行
っ
た
の
で
す
が
即
入

院
で
首
か
ら
、
カ
テ
ー
テ
ル
を
入
れ
て

透
析
が
始
ま
り
ま
し
た
。

実
は
そ
の
一
月
ほ
ど
前
に
シ
ャ
ン
ト

が
手
術
で
き
る
か
ど
う
か
観
て
ほ
し
い

と
受
診
し
ま
し
た
。
女
医
さ
ん
に
手
術

可
能
で
す
と
診
断
を
受
け
、
手
術
室
に

行
く
よ
う
に
言
わ
れ
、
い
き
な
り
シ
ャ

ン
ト
の
手
術
を
始
め
よ
う
と
し
た
の
で
、

話
が
違
う
と
そ
の
日
は
家
に
帰
り
ま
し

た
。
実
は
透
析
を
始
め
る
と
残
存
生
存

率
が
長
く
て
５
年
と
ネ
ッ
ト
の
知
識
を

聞
き
か
じ
っ
て
い
た
の
で
決
断
が
つ
い

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

自
宅
近
く
に
透
析
施
設
で
き
た

自
宅
か
ら
最
も
近
い
平
山
城
址
腎
ク

リ
ニ
ッ
ク
も
建
設
中
か
ら
何
度
か
見
に

行
き
、
完
成
し
た
ら
こ
こ
に
行
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
定
年
退
職
後
交
通

誘
導
の
警
備
員
を
し
て
い
た
時
に
一
番

美
味
し
か
っ
た
ボ
ト
リ
ン
グ
メ
ー
カ
ー

の
自
販
機
が
お
い
て
あ
っ
た
の
で
…
。

し
か
し
、
完
成
し
て
か
ら
は
残
念
な

が
ら
他
の
ボ
ト
リ
ン
グ
会
社
の
自
販
機

に
入
れ
替
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

一
事
が
万
事
こ
ん
な
調
子
で
つ
ま
ら

な
い
こ
だ
わ
り
の
た
め
最
初
は
豊
田
駅

前
の
豊
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
通
院
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
半
年
後
、
豊
田
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
日
野
市
立
病
院
近
く
に
移
転

し
た
の
を
機
に
、
こ
だ
わ
り
を
捨
て
て

平
山
城
址
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
転
院
し
ま

し
た
。

平
山
腎
友
会
を
設
立

私
の
原
疾
患
は
糖
尿
病
で
、
父
親
も

か
つ
て
人
工
透
析
を
し
て
い
た
の
で
、

い
つ
か
は
透
析
に
な
る
の
か
と
漠
然
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
元
々
は
印
刷
業
で

し
た
が
、
定
年
後
、
交
通
誘
導
の
仕
事

な
ど
で
重
い
重
り
を
も
っ
て
、
炎
天
下

の
中
で
熱
中
症
を
避
け
る
た
め
に
水
分

を
採
り
過
ぎ
た
り
し
た
の
か
、
急
激
に

腎
臓
が
悪
く
な
り
、
い
つ
倒
れ
て
も
お

か
し
く
な
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

平
山
城
址
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
２
０
１

７
年
７
月
に
開
設
し
た
ば
か
り
で
患
者

会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
八
王
子

東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
会
長
で
、
昨
年
亡
く

な
ら
れ
た
清
水
秀
雄
さ
ん
が
患
者
会
の

設
立
を
準
備
さ
れ
て
お
り
、
私
も
参
加

し
て
、
現
在
会
計
と
機
関
誌
の
配
布
を

担
当
さ
れ
て
い
る
松
島
一
哉
さ
ん
の
三

人
が
呼
び
か
け
人
と
な
り
、
２
０
１
８

年
の
４
月
１５
日
に
平
山
城
址
腎
ク
リ
ニ

ッ
ク
友
の
会
、
略
称
平
山
腎
友
会
が
発

足
し
ま
し
た
。

清
水
秀
雄
さ
ん
は
最
後
に
お
見
掛
け

し
た
時
は
と
て
も
お
元
気
だ
っ
た
の
で

す
が
、
昨
年
の
１２
月
２０
日
に
急
逝
さ
れ

ま
し
た
。
清
水
さ
ん
は
死
を
覚
悟
さ
れ

て
い
た
の
か
、
亡
く
な
る
２
ヵ
月
程
前

に
八
王
子
医
療
セ
ン
タ
ー
に
転
院
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
患
者
会
の
資
料
、
帳

票
な
ど
は
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
て
お
り
、

患
者
会
の
活
動
の
継
続
に
支
障
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
清
水
さ
ん
の
ご
遺
族

も
突
然
の
こ
と
で
患
者
会
と
し
て
弔
意

も
満
足
に
お
伝
え
す
る
機
会
を
も
て
な

い
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

改
め
て
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
清

水
秀
雄
さ
ん
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　

＊　
　

＊　
　

＊

清
水
さ
ん
の
よ
う
に
は
で
き
ま
せ
ん

が
患
者
会
の
活
動
を
継
続
し
て
誰
も
が

安
心
し
て
透
析
生
活
を
送
れ
る
よ
う
医

療
費
原
則
無
料
の
現
行
の
医
療
制
度
を

守
り
抜
き
、
さ
ら
に
拡
充
し
て
行
く
た

め
に
役
員
と
世
話
人
さ
ん
を
軸
に
活
動

を
工
夫
し
て
皆
様
の
声
を
取
り
上
げ
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
も
要
望
を
伝
え
、
一
人

で
も
多
く
患
者
会
に
入
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

透
析
４
年

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
監
事

平
山
腎
友
会
会
長

岡
田 
和
友
さ
ん
（
７１
歳
）

リ
レ
ー

 
エッセ
イ
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２
月
２
日
（
日
）、
中
南
部
ブ
ロ
ッ

ク
新
年
懇
親
会
を
「
北
の
味
紀
行　

北

海
道　

飯
田
橋
駅
前
店
」
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
正
会
員
２
名
、

個
人
会
員
７
名
、
理
事
４
名
の
計
１３
名

で
し
た
。

古
暮
よ
り
、
２
０
１
９
年
の
活
動
が

次
の
通
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

・
戸
倉
新
会
長
を
先
頭
と
す
る
新
体
制

が
ス
タ
ー
ト
。

・
国
、
東
京
都
の
透
析
患
者
医
療
費
助

成
制
度
等
が
２
０
２
０
年
度
も
維
持
さ

れ
る
事
に
な
り
、
透
析
患
者
の
生
活
基

盤
が
守
ら
れ
た
。

・
２
０
１
８
年
東
京
都
透
析
医
会
災
害

対
策
委
員
会
が
発
足
、
東
京
直
下
型
地

震
東
の
大
災
害
時
の
透
析
医
療
対
策
が

大
き
く
前
進
し
た
。
ま
た
東
腎
協
と
の

太
い
パ
イ
プ
が
出
来
、
今
後
の
東
腎
協

活
動
を
す
す
め
る
上
で
大
き
な
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
。

・
透
析
患
者
の
運
動
不
足
対
策
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
「
東
京
歩
こ
う
会
」
が

定
着
し
た
。

次
に
２
０
２
０
年
の
活
動
計
画
と
し

て
、
戸
倉
会
長
よ
り
、
透
析
患
者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
向
上
、
慢
性
腎

臓
病
患
者
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
の
推
進
、
臓

器
移
植
の
推
進
、
及
び
腎
再
生
医
療
の

早
期
実
現
に
向
け
活
動
し
、
魅
力
あ
る

東
腎
協
を
目
指
し
た
い
と
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

古
暮
副
会
長
よ
り
、
東
腎
協
及
び
中

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な

２
０
２
０
年
の
活
動
内
容
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ビ
ー
ル
な
ど
の
飲
み
物
で

乾
杯
し
、
和
や
か
に
歓
談
し
な
が
ら
昼

食
を
楽
し
み
ま
し
た
。
食
事
後
デ
ザ
ー

ト
を
頂
き
な
が
ら
参
加
者
全
員
が
近
況

報
告
、
質
疑
、
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
、

有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

２
月
１６
日
（
日
）
１４
：
００
～　

東
京

医
科
歯
科
大
学
鈴
木
章
太
記
念
講
堂
で
、

「
透
析
の
開
始
と
継
続
に
関
す
る
意
識

決
定
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
提
言

（
案
）」（
日
本
透
析
医
学
会
作
成
）
に

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
正
会
員
会
議
、
個
人

会
員
合
同
新
年
懇
親
会
を
２
月
９
日

（
日
）
午
前
１０
時
よ
り
、
八
王
子
ク
リ

エ
イ
ト
ホ
ー
ル
１１
階
第
７
学
習
室
に
お

い
て
、
講
師
に
東
腎
協
の
戸
倉
会
長
を

お
招
き
し
て
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
正
会
員
５
名
、
理
事
６
名
、

事
務
局
１
名
で
し
た
。

は
じ
め
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
感
染
予
防
の
対
処
方
法
に
つ
い
て

学
習
を
し
ま
し
た
。
又
、
東
京
都
透
析

医
会
の
災
害
対
策
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
戸
倉
会
長
が
参
加
し
て
お
り
、

情
報
の
共
有
、
提
供
が
な
さ
れ
、
透
析

患
者
に
は
心
強
い
限
り
で
す
。
戸
倉
会

長
に
は
ご
活
躍
、
ご
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
近
年
地
球
の
温
暖
化
に
よ
る
災

害
が
毎
年
増
え
て
い
ま
す
。
多
摩
ブ
ロ

ッ
ク
と
し
て
も
引
き
続
き
研
鑽
を
し
た

い
も
の
で
す
。

さ
て
、
２
０
２
０
年
度
、
戸
倉
会
長

の
重
点
施
策
と
し
て
「
災
害
対
策
の
充

実
と
腎
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
生

命
予
後
に
は
大
切
な
取
り
組
み
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
戸
倉
会
長
あ
り
が
と
う

ブ
ロ
ッ
ク
長　

古
暮
宏

新
年
懇
親
会

中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

ブ
ロ
ッ
ク
長　

梅
原
英
孝

新
年
懇
親
会

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
、
ま
た
日
々

の
生
活
に
は
お
互
い
に
、
気
遣
い
明
る

い
日
々
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。
又
、

会
員
拡
大
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

午
後
か
ら
は
個
人
会
員
様
と
合
同
で

八
王
子
駅
前
の
居
酒
屋
で
、
和
気
藹
々

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

「
透
析
開
始
と
継
続
に
関
す
る
意
思
決

定
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
」の
公
聴
会

戸
倉
振
一

多摩ブロック正会員会議
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つ
い
て
の
公
聴
会
が
開
か
れ
、
提
言
の

説
明
と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
医
師

の
方
々
か
ら
、
ま
た
記
者
の
方
か
ら
質

問
が
出
て
い
た
。

２
０
１
４
年
に
提
言
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
が
、
終
末
期
を
対
象
と
し
た
も

の
で
認
知
症
、
身
寄
り
の
な
い
方
は
対

象
で
は
な
く
、
新
た
に
作
成
し
ま
し
た
。

今
回
は
厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
て
患
者
さ
ん
優
先
、
小
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
が
、
対
象
の
も
の
を
作

成
し
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
の
意
見
も
取
り
入
れ
る
た

め
全
腎
協
の
方
の
協
力
を
得
、
最
終
的

に
２
０
１
９
年
度
中
に
提
言
を
ま
と
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
提
言
）

①
医
療
チ
ー
ム
に
よ
る
患
者
の
意
思
決

定
の
尊
重
。

②
患
者
と
の
共
同
意
思
決
定
。

③
患
者
と
の
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
。

④
医
療
チ
ー
ム
に
よ
る
人
生
の
最
終
手

段
に
お
け
る
見
合
わ
せ
の
提
案
。

⑤
意
思
決
定
能
力
を
有
す
る
患
者
、
又

意
思
決
定
能
力
を
有
さ
な
い
患
者
の

家
族
等
か
ら
医
療
チ
ー
ム
へ
の
透
析

の
見
合
わ
せ
の
申
し
出
。

⑥
患
者
か
ら
家
族
等
へ
の
病
状
説
明
拒

否
の
申
し
込
み
。

⑦
医
療
チ
ー
ム
と
家
族
等
に
よ
る
理
解

力
や
認
知
機
能
力
低
下
し
た
患
者
の

意
思
決
定
支
援
。

の
７
項
目
の
提
言
（
案
）
を
し
て
い
る
。

３
月
４
日
（
水
）
に
予
定
さ
れ
て
い

た
委
員
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、
ウ

ェ
ブ
会
議
と
な
り
ま
し
た
。
１９
：
００
～

２０
：
３０
、
東
腎
協
か
ら
は
戸
倉
が
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
越
し
に
会
議
に
参
加
を
し

ま
し
た
。

各
取
組
み
の
進
捗
は
次
の
通
り
で
す
。

・
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
活
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
、T

okyo D
IEM

A
S

の

運
用
を
考
慮
し
た
改
訂
版
の
案
を
東
京

都
に
提
出
し
た
が
、
承
認
の
時
期
に
つ

い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
不
明
と
の
こ
と
で
あ
る
。

・
災
害
時
の
透
析
確
保
に
関
す
る
広
域

連
携
会
議
を
１
月
に
さ
い
た
ま
赤
十
字

病
院
に
て
開
催
し
、
群
馬
、
栃
木
、
埼

玉
、
東
京
が
参
加
し
た
。
今
後
、
新
潟

が
参
加
し
た
い
と
希
望
が
あ
っ
た
。
Ｍ

Ｃ
Ａ
無
線
に
つ
い
て
埼
玉
県
と
調
整
を

始
め
て
い
る
。

・
東
京
都
透
析
医
会
総
会
は
１
月
１８
日

に
災
害
時
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
透
析
排
水
に
つ
い
て

報
告
が
行
わ
れ
た
。

・
都
区
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
３
月

の
東
京
都
区
民
公
開
講
座
は
中
止
、
ブ

ロ
ッ
ク
長
会
議
も
延
期
し
た
。
２
月
に

三
多
摩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
合
同
会
議
を

開
催
、
４
月
か
ら
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
を
合
同

で
使
用
で
き
る
予
定
と
な
っ
た
。

・
三
多
摩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
１
月
に
ブ

ロ
ッ
ク
長
会
議
を
開
催
し
、
ブ
ロ
ッ
ク

内
の
連
絡
網
の
確
立
と
行
政
と
の
連
携

が
重
要
で
あ
る
旨
話
し
合
わ
れ
た
。

・
蓄
電
池
の
活
用
を
検
討
中
で
あ
る
が
、

蓄
電
池
メ
ー
カ
ー
が
透
析
施
設
を
視
察

し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
っ
た
。

・
災
害
時
に
透
析
医
療
を
確
保
す
る
た

め
の
水
に
つ
い
て
は
、
９
月
に
５
つ
の

県
か
ら
給
水
車
を
呼
び
、
日
赤
医
療
セ

ン
タ
ー
に
て
給
水
訓
練
を
行
う
。

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
交
通
規
制
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
予
定
し
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
し

た
。
各
施
設
に
対
し
て
東
京
都
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
動
画
を
配
布
す
る
予

定
で
あ
る
。

討
議
事
項
は
次
の
通
り
で
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
委

員
会
と
し
て
の
対
応
と
し
て
、
感
染
拡

大
時
の
ル
ー
ル
の
共
有
、
日
本
透
析
医

会
よ
り
公
開
さ
れ
て
い
る
感
染
対
策

（
第
３
版
）
を
周
知
し
て
い
く
。

・
災
害
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
来
年
９
月
１３

日
に
、
御
茶
ノ
水
ソ
ラ
シ
テ
ィ
に
て
開

催
予
定
で
あ
る
。
１０
時
～
１１
時
は
患
者

向
け
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
い
た
だ
い
た
。

東
腎
協
で
は
透
析
施
設
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
緊
急
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た（
４
／
１０
現
在
）

回
答
４６
件
で
対
策
内
容
と
し
て
、

①
文
書
の
配
布
が
３４
②
隔
離
部
屋
の

設
置
が
２１
③
口
頭
注
意
が
３２
④
マ
ス

ク
着
用
が
４１
⑤
手
洗
い
が
３７
⑥
消
毒

薬
の
用
意
４３
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
と
し
て
・
文
書
、
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
・
専
用
入
口
の
設
定
・
入
室
前

の
体
温
測
定
・
体
温
記
録
の
提
示
・
手

摺
等
の
消
毒
・
時
間
変
更
の
入
室
・
２

ｍ
開
け
た
ベ
ッ
ド
使
用
・
定
期
的
な
換

気
・
イ
ベ
ン
ト
の
延
期
お
よ
び
中
止
・

簡
易
防
護
服
あ
り
・
飲
食
の
禁
止
・
穿

刺
時
間
の
ず
ら
し
・
更
衣
室
の
利
用
時

間
ず
ら
し
・
透
析
後
の
洗
顔
・
ス
タ
ッ

フ
の
ゴ
ム
手
袋
、
ゴ
ー
グ
ル
、
エ
プ
ロ

ン
穿
刺
・
止
血
時
使
用
・
ロ
ッ
カ
ー
閉

鎖
・
動
線
の
指
示
・
手
作
り
マ
ス
ク
の

掲
示
、
な
ど
。

東
京
都
透
析
医
会

災
害
対
策
委
員
会

災
害
対
策
委
員　

戸
倉
振
一
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優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク

患
者
会
バ
ス
ツ
ア
ー

患
者
会
会
長
　
清
水
　
猛

（
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

２
０
１
９
年
９
月
２９
日
（
日
）
優
人

ク
リ
ニ
ッ
ク
主
催
の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
行
先
は

群
馬
県
富
岡
市
の
世
界
遺
産
「
富
岡
製

糸
場
」
で
す
。
当
初
天
気
予
報
で
は
曇

り
ま
た
は
小
雨
模
様
で
あ
り
ま
し
た
が
、

幸
運
に
も
一
日
中
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
当
日
の
参
加
者
は
患
者
様
３２
名
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
ス
タ
ッ
フ
３０
名
の
総
勢
６２

名
と
な
り
、
バ
ス
２
台
を
連
ね
る
旅
行

と
な
り
ま
し
た
。

富
岡
製
糸
場
は
明
治
５
年
（
１
８
７

２
年
）
に
創
業
し
た
日
本
初
の
官
営
模

範
製
糸
場
で
あ
り
、
明
治
政
府
の
掲
げ

た
政
策
「
殖
産
興
業
」
の
一
翼
を
担
う

に
よ
る
企
画
展
「
花
ま
ゆ
展
」
が
開
催

さ
れ
て
お
り
、
感
動
的
な
作
品
が
数
多

く
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
富
岡
製
糸
場
が
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
る
ま
で
に
は
多
く
の
苦
労
が
あ

っ
た
よ
う
で
、
建
物
維
持
費
管
理
の
確

保
は
勿
論
の
こ
と
、
来
訪
者
を
迎
え
る

た
め
の
駐
車
場
の
確
保
、
さ
ら
に
は
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
向
上
の
た
め
の
市
民

教
育
ま
で
徹
底
し
た
そ
う
で
す
。

昼
食
は
お
ぎ
の
や
富
岡
製
糸
場
前
店

で
名
物
釜
飯
御
前
に
舌
鼓
を
打
ち
、
帰

り
道
「
道
の
駅
ら
ら
ん
藤
岡
」
に
て
各

自
買
い
物
と
お
や
つ
を
楽
し
み
、
１６
時

予
定
通
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
着
と
な
り
ま
し

た
。優

人
ク
リ
ニ
ッ
ク
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、

企
画
か
ら
当
日
の
付
き
添
い
・
車
椅
子

介
助
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
ま
で
お
世
話
頂

き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

現
在
２
０
２
０
年
３
月
、
桜
の
開
花

も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
早
速

今
年
の
バ
ス
ツ
ア
ー
の
準
備
を
開
始
し

ま
し
た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
バ
ス
ツ
ア
ー

企
画
ス
タ
ッ
フ
も
決
ま
り
、
こ
れ
か
ら

行
先
の
絞
り
込
み
な
ど
を
開
始
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が

心
配
で
す
が
、
秋
ま
で
に
は
収
束
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

べ
く
誕
生
し
た
も
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
技
術
と
日
本
独
自
の
工
法
が
融
合
し

て
で
き
た
、
世
界
最
大
規
模
の
製
糸
工

場
で
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
国
指
定
史

跡
で
、
場
内
に
あ
る
設
立
当
初
に
建
設

さ
れ
た
主
要
な
建
造
物
が
国
宝
・
国
指

定
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２

０
１
４
年
６
月
に
は
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で
、

場
内
ツ
ア
ー
開
始
。
東
置
繭
所
に
始
ま

り
、
繭
か
ら
生
糸
を
取
る
繰
糸
所
の
内

部
を
隈
な
く
見
学
、
さ
ら
に
女
工
館
や

首
長
館
な
ど
１
時
間
余
の
見
学
で
あ
り

ま
し
た
。
東
置
繭
所
に
お
い
て
は
繭
玉

か
ら
生
糸
を
取
り
出
す
実
演
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
花
工
芸
作
家

東
京
歩
こ
う
会世

話
人
　
古
暮
宏

第
８
回
の
歩
こ
う
会
を
昨
年
の
１２
月

８
日
に
「
駒
込
六
義
園
と
巣
鴨
地
蔵
通

り
商
店
街
を
歩
く
」
を
開
催
し
て
以
来
、

諸
般
の
事
情
に
よ
り
第
９
回
が
な
か
な

か
開
催
出
来
な
い
状
態
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

当
初
、
３
月
１
日
に
予
定
を
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
４
月
５
日
に
変
更
に
な

り
、
更
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
広
が
り
で
諸
行
事
が
中
止
と
な

り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
歩
こ
う
会
も
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
、
多
数

の
お
問
い
合
わ
せ
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

楽
し
み
に
し
て
下
さ
っ
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
を
感
じ
な
が
ら
も
、
ま

だ
見
通
し
が
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

第
９
回
歩
こ
う
会
は
、
下
町
情
緒
溢

れ
る
昔
な
が
ら
の
レ
ト
ロ
な
東
京
の
雰

囲
気
一
杯
の
谷
中
、
千
駄
木
、
根
津
を

訪
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。
椿
で
有
名
な

由
緒
あ
る
根
津
神
社
や
徳
川
慶
喜
等
が

眠
る
谷
中
霊
園
、
下
町
情
緒
一
杯
の
谷

中
銀
座
等
を
訪
ね
る
予
定
で
す
。
決
ま

り
次
第
詳
し
く
は
、
追
っ
て
ご
案
内
致

し
ま
す
の
で
、
昨
年
同
様
多
数
の
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

富岡製糸場にて
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日
野
市
透
析
患
者
災
害

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
意
見
交
換
会

日
野
腎
友
会
　
板
橋
俊
司

１
月
３０
日
（
木
）
１１
時
～
１２
時
に
日

野
市
立
病
院
会
議
室
で
、
日
野
市
透
析

患
者
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
第
１
回
意

見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

患
者
会
か
ら
は
、
日
野
ク
リ
ニ
ッ
ク

腎
友
会
（
板
橋
、
栗
木
、
田
中
、
依
田
）、

平
山
腎
友
会
（
岡
田
）
の
計
５
人
。
ク

リ
ニ
ッ
ク
か
ら
は
豊
田
（
山
本
）、
日

野
（
松
島
）、
高
幡
・
百
草
（
吉
田
）、

平
山
（
小
林
）
の
各
事
務
長
が
４
人
、

市
立
病
院
か
ら
は
佐
藤
先
生
、
坂
本
技

士
、
福
田
看
護
師
の
計
３
人
、
日
野
市

か
ら
は
鈴
木
防
災
安
全
課
長
、
長
島
在

宅
療
養
支
援
課
長
の
２
人
、
総
計
１４
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

自
己
紹
介
の
後
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設

立
の
経
緯
を
日
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

の
板
橋
が
報
告
し
ま
し
た
。

①
東
京
都
の
「
災
害
時
に
お
け
る
透

析
患
者
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
つ
い
て
②
東

腎
協
の
活
動
方
針
③
東
京
都
透
析
医
会

災
害
対
策
委
員
会
と
三
多
摩
腎
疾
患
治

療
医
会
の
取
り
組
み
④
南
多
摩
地
区

（
八
王
子
、
町
田
、
日
野
、
稲
城
、
多

摩
）
に
つ
い
て
報
告
し
、
今
後
の
進
め

方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
３
人
が

入
会
し
ま
し
た

平
山
腎
友
会
会
長
　
岡
田
和
友

心
施
会
グ
ル
ー
プ
平
山
城
址
腎
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
最
近
新
し
い
患
者
さ
ん
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
先
日
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
さ
ん
に
お
聞
き
す
る
と
患
者
さ
ん

は
４７
名
と
の
こ
と
。

新
し
い
患
者
さ
ん
や
、
署
名
に
協
力

日
野
市
か
ら
は
、「
今
ま
で
患
者
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
市
立
病
院
、
行
政
が
一

堂
に
会
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
一
つ
ず
つ
整
理
し
て
行
き
た

い
」
と
意
見
が
あ
り
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
か

ら
は
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
は
な
る
べ
く

早
く
し
ま
し
ょ
う
」。市
立
病
院
の
佐
藤

先
生
は
「
三
多
摩
腎
疾
患
治
療
医
会
か

ら
日
野
市
の
代
表
と
し
て
正
式
に
任
命

さ
れ
て
い
る
」
等
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
初
会
合
と
い
う
事
も
あ
り
、

基
本
的
な
方
向
性
を
確
認
し
て
散
会
し

ま
し
た
。

３
月
２４
日
（
木
）
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
問
題
で
取
り
組
み
が
遅

く
な
っ
た
が
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
板
橋
と
長
島
課
長
が
打
ち
合
わ
せ
ま

し
た
。
①
東
京
都
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
組
織
図
で
の
確
認
②
日
野
市
に
お
け

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
組
織
図
で
の
確
認

③
２
０
２
０
～
２
０
２
２
年
ま
で
の
３

年
計
画
（
チ
ラ
シ
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
、
患
者
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
講

習
会
な
ど
の
企
画
）
④
全
体
グ
ル
ー
プ

（
患
者
を
含
む
）
と
検
討
部
会
（
行
政
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
市
立
病
院
）
の
会
合
の

持
ち
方
な
ど
、
基
本
方
針
を
確
認
し
ま

し
た
。

次
回
の
会
合
は
、
社
会
情
勢
を
見
な

が
ら
５
月
頃
に
行
う
予
定
で
す
。

も
う
一
人
は
女
性
の
Ｓ
さ
ん
で
す
。

府
中
の
会
員
さ
ん
で
２
月
か
ら
平
山
に

転
院
し
た
方
で
す
。
お
会
い
し
て
手
渡

し
て
い
た
資
料
が
後
で
活
き
て
き
ま
し

た
。今

書
面
評
決
で
総
会
を
準
備
中
で
す

が
コ
ロ
ナ
の
こ
と
も
あ
り
、
皆
さ
ん
心

配
や
不
安
も
あ
る
中
で
自
分
の
体
と
透

析
医
療
を
守
る
た
め
に
一
人
で
も
多
く

患
者
会
に
入
会
さ
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。

を
頂
い
た
方
に
入
会
を
ど
う
切

り
出
そ
う
か
と
思
案
し
ま
し
た

が
、
以
前
準
備
し
た
「
入
会
資

料
」
を
私
の
透
析
日
に
署
名
に

協
力
を
頂
い
た
Ｍ
さ
ん
の
ロ
ッ

カ
ー
に
吊
る
し
て
お
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

次
の
透
析
日
に
私
の
ロ
ッ
カ

ー
に
「
申
込
書
」
が
吊
り
下
が

っ
て
い
ま
し
た
。
着
替
え
を
し

な
が
ら
、「
透
析
日
以
外
は
仕

事
で
忙
し
く
何
も
で
き
な
い
が

会
費
も
必
要
で
し
ょ
う
か
ら
」

と
の
お
話
で
し
た
。

ま
た
、
朝
、
ソ
フ
ァ
ー
の
隣

で
Ｔ
Ｖ
を
見
な
が
ら
よ
も
や
ま

話
を
す
る
Ｈ
さ
ん
は
「
体
調
は

活
動
で
き
る
ほ
ど
で
は
な
い
が

機
関
誌
を
読
み
た
い
の
で
」
と

購
読
会
費
を
頂
き
ま
し
た
。

日
野
市
か
ら
提
案
さ
れ
た
計
画
書
（
案
）
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透
析
患
者
へ
の
対
策

透
析
患
者
へ
の
対
策

透
析
患
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

日
本
透
析
医
会
、
日
本
透
析
医
学
会
、

日
本
腎
臓
学
会
か
ら
迅
速
に
こ
の
感
染

症
に
対
す
る
対
策
が
公
表
さ
れ
て
い
ま

す
、
東
京
都
透
析
医
会
の
災
害
対
策
委

員
会
に
お
い
て
も
透
析
患
者
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
が
出
た
場
合

の
協
力
体
制
に
つ
い
て
の
連
携
・
情
報

共
有
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
状
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
第
２
種
感
染
症
に
指
定
さ
れ
て

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
３
月
末
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

が
始
ま
り
、
わ
ず
か
数
か
月
ほ
ど
の
間
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
言
わ
れ
る
世
界
的
な

流
行
と
な
り
、
日
本
に
お
い
て
は
、
そ
の
海
外
か
ら
の
帰
国
者
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
「
第
２
波
」
と
呼
ば
れ
る
感
染
拡
大
に
あ
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
感
染
経

路
が
不
明
の
発
症
事
例
が
多
く
確
認
さ
れ
初
め
た
た
め
、
３
月
２５
日
（
水
）
の
夜
、

小
池
都
知
事
が
緊
急
の
会
見
を
開
き
、
感
染
爆
発
の
重
大
局
面
と
し
て
、「
週
末

の
外
出
は
自
粛
、
平
日
の
仕
事
は
自
宅
で
、
夜
間
の
外
出
は
控
え
て
」
と
都
民
に

よ
り
強
い
対
策
の
徹
底
を
呼
び
か
け
た
そ
の
週
末
で
す
。
こ
の
機
関
誌
が
発
行
さ

れ
る
５
月
初
旬
に
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
か
全
く
予
測
が
で
き
な
い
状

況
で
す
が
、
収
束
に
向
け
て
は
、
長
期
の
対
策
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

ま
だ
不
明
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
こ
の
間
に
、
こ
の
感
染
症
に
つ
い
て
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る
資
料
か
ら
整
理
し
ま
し
た
。

機
関
と
必
要
な
調
整
を
行
っ
た
上
で
、

搬
送
体
制
の
整
備
及
び
病
床
の
確
保
を

行
う
と
と
も
に
、
ほ
か
の
医
療
機
関
へ

の
周
知
を
行
う
よ
う
都
道
府
県
、
保
健

所
設
置
市
、
特
別
区
に
事
務
連
絡
を
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
日
本
透
析
医
会
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
透
析

施
設
で
の
対
応
に
つ
い
て
（
第
３
報
）

～
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１９
の
感
染
拡
大
期
か

ら
ま
ん
延
期
に
お
け
る
透
析
施
設
で
の

具
体
的
な
感
染
対
策
～
」
を
公
表
し
て

お
り
、
一
般
の
透
析
施
設
で
受
け
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
場
合
の
対

応
を
示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
方
法

に
対
応
で
き
な
い
透
析
施
設
も
あ
る
と

想
定
さ
れ
る
た
め
、
透
析
施
設
内
で
の

感
染
予
防
、
透
析
患
者
の
市
中
感
染
防

止
を
す
る
た
め
の
行
動
が
非
常
に
重
要

に
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
は

こ
こ
で
、
厚
生
労
働
省
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
本
部
が
３

月
１７
日
に
公
表
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１９
）

診
療
の
手
引
き
・
第
１
版
」
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
特
徴
が
わ
か

り
や
す
く
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
次
に

い
る
た
め
、
入
院
を
要
す
る
場
合
に
は

保
健
所
に
連
絡
し
た
後
、
第
２
種
感
染

症
指
定
病
院
や
協
力
病
院
に
入
院
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
厚
生
労
働

省
か
ら
は
今
後
、
地
域
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
が
増
加
し
た

場
合
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
透
析
患

者
等
の
専
門
治
療
を
実
施
で
き
、
か
つ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の

受
入
れ
も
可
能
で
あ
る
医
療
機
関
を
早

急
に
設
定
し
、
そ
う
い
っ
た
患
者
が
発

生
し
た
場
合
に
は
当
該
患
者
が
速
や
か

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
当
該
医
療

紹
介
し
た
い
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
ヒ
ト
に
感
染
す
る
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
４
種
類
知
ら
れ
て
お
り
、

風
邪
の
原
因
の
１０
～
１５
％
を
占
め
る
病

原
体
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
２

０
１
９
年
１２
月
か
ら
中
国
・
湖
北
省
武

漢
市
で
発
生
し
た
原
因
不
明
の
肺
炎
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
―

Ｃ
ｏ
Ｖ
―
２
）
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

―
Ｃ
ｏ
Ｖ
―
２
）
に
よ
る
感
染
症
を　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１９
（
感
染
症
法
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
と
呼
び

ま
す
。

感
染
経
路

感
染
経
路

飛
沫
感
染
が
主
体
と
考
え
ら
れ
、
接

触
感
染
や
換
気
の
悪
い
環
境
で
は
、
咳

や
く
し
ゃ
み
な
ど
が
な
く
て
も
感
染
も

あ
り
得
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
有
症

者
が
感
染
伝
播
の
主
体
で
あ
り
、
無
症

状
病
原
体
保
有
者
か
ら
の
感
染
に
つ
い

て
は
。
現
時
点
に
お
い
て
確
定
的
な
こ

と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

症
状
症
状

多
く
の
症
例
で
発
熱
、
呼
吸
器
症
状

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
東
腎
協
の
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
東
腎
協
の
対
策
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（
咳
、
咽
頭
痛
、
鼻
汁
、
鼻
閉
な
ど
）、

頭
痛
、
倦
怠
感
な
ど
が
み
ら
れ
る
。　

下
痢
や
嘔
吐
な
ど
の
消
化
器
症
状
の
頻

度
は
多
く
の
報
告
で　

１０
％
未
満
で
あ

る
。
初
期
症
状
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

高
く
な
る
。
基
礎
疾
患
の
あ
る
患
者
で

は
、
基
礎
疾
患
の
な
い
患
者
と
比
べ
て

明
ら
か
に
致
死
率
が
高
い
。

重
症
化
の
特
徴

重
症
化
の
特
徴

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合
は
、
そ
れ

に
よ
り
、
免
疫
力
が
落
ち
て
細
菌
性
の

肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
併
発
し
て
亡
く

な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
場
合
で
重
篤
に
な
る

方
は
、
ウ
イ
ル
ス
そ
の
も
の
が
、
肺
に

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
、
１０
日
目
ぐ
ら
い

に
急
激
に
重
篤
化
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

３
月
６
日
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
保
険
適
用
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
検
体
採
取
に
は
、

医
療
者
の
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
か

ら
、「
検
体
採
取
は
適
切
な
感
染
予
防

策
を
講
じ
ら
れ
る
医
療
機
関
に
限
定
す

る
」
と
い
う
の
が
厚
生
労
働
省
の
方
針

の
よ
う
で
す
。

感
染
症
の
疑
い
が
あ
る
場
合

感
染
症
の
疑
い
が
あ
る
場
合

透
析
患
者
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
疑
い
が
あ
る
場
合
、
資
料
３

に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
透
析
室
で
の
感
染
予
防
対
策
は
、
標

準
予
防
策
と
と
も
に
、
飛
沫
感
染
と
接

感
冒
（
風
邪
）
に
似
て
お
り
、
こ
の
時

期
に
こ
れ
ら
と
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１９
（
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
を
区
別

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

典
型
的
な
経
過

典
型
的
な
経
過

中
国
で
は
発
症
か
ら
病

院
受
診
ま
で
の
期
間
は
約

５
日
、
入
院
ま
で
の
期
間

は
約
７
日
と
報
告
さ
れ
て

お
り
、
症
例
に
よ
っ
て
は

発
症
か
ら
１
週
間
程
度
で

重
症
化
し
て
く
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
重
症
化
す
る
事

例
で
は
１０
日
目
以
降
に
集

中
治
療
室
に
入
室
と
い
う

経
過
を
た
ど
る
よ
う
で
あ

る
（
図
１
）。

重
症
化
の
リ
ス
ク
因
子

重
症
化
の
リ
ス
ク
因
子

重
症
化
の
リ
ス
ク
因
子

と
し
て
、
高
齢
者
、
基
礎

疾
患
（
心
血
管
疾
患
、
糖

尿
病
、
悪
性
腫
瘍
、
慢
性

呼
吸
器
疾
患
な
ど
）
が
知

ら
れ
て
い
る
。
４０
歳
代
ま

で
は
重
症
化
は
少
な
く
、

５０
歳
代
か
ら
年
齢
が
高
く

な
る
に
従
っ
て
致
死
率
も

触
感
染
の
予
防
策
を
徹
底
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

・
透
析
患
者
は
毎
日
の
体
温
測
定
と
健

康
状
態
を
把
握
す
る
。

・
３７
・
５
℃
以
上
の
発
熱
や
呼
吸
器
症

状
（
咳
、咽
頭
痛
、鼻
汁
、鼻
閉
な
ど
）

や
嘔
吐
や
下
痢
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場

合
い
は
、
通
院
前
に
透
析
施
設
に
必
ず

電
話
連
絡
し
、
指
示
を
受
け
る
。

・
症
状
が
２
日
程
度
続
い
て
い
る
場
合

・
強
い
倦
怠
感
や
呼
吸
困
難
が
あ
る
場

合
、
医
師
が
総
合
的
に
判
断
し
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
を
疑
う
場
合
、

都
が
公
表
し
て
い
る
、「
帰
国
者
・
接

触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
基
本
的
に
患

者
が
連
絡
す
る
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
疑

い
が
あ
る
場
合
に
は
、「
帰
国
者
・
接

触
者
外
来
」
を
設
置
し
て
い
る
医
療
機

関
が
案
内
さ
れ
る
。

感
染
拡
大
防
止
策
の
三
本
柱

感
染
拡
大
防
止
策
の
三
本
柱

政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
本
部
の
下
に
設
置
さ
れ
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
門

家
会
議
が
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
状
況
分
析
・
提
言
」（
資

料
７
）
を
３
月
１９
日
に
公
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
現
時
点
で
は
、
社
会

・
経
済
機
能
へ
の
影
響
を
最
小
限
と
し

図 1　新型コロナウィルスの感染症の典型的な経過
新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ―19）診療の手引き・第 1版
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な
が
ら
、
感
染
拡
大
防
止
の
効
果
を
最

大
限
に
す
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
方

針
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
①
ク

ラ
ス
タ
ー
（
患
者
集
団
）
の
早
期
発
見

・
早
期
対
応
、
②
患
者
の
早
期
診
断
・

重
症
者
へ
の
集
中
治
療
の
充
実
と
医
療

提
供
体
制
の
確
保
③
市
民
の
行
動
変
容

と
い
う
３
本
柱
の
基
本
戦
略
は
、
さ
ら

に
維
持
、
必
要
に
応
じ
て
強
化
し
、
速

を
食
い
止
め
、
命
を
救
え
ま
す
。

高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
場
合

高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
場
合

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
国
内
な
ら

び
に
海
外
で
の
分
析
に
よ
っ
て
も
高
齢

で
あ
れ
ば
比
較
的
健
康
で
あ
っ
て
も
感

染
し
、
重
症
化
す
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
持
病

の
あ
る
方
と
同
様
に
、
透
析
患
者
は
重

症
化
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
良
好
に
体
調
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
す
る
よ
う
に
し
、
ま
た
感
染
リ

ス
ク
を
下
げ
る
よ
う
な
行
動
が
必
要
で

す
。ま

た
通
常
の
予
防
接
種
も
、
感
染
症

の
複
合
に
な
ら
な
い
た
め
に
重
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
外
出
機
会
の
多
か
っ
た
方

に
お
い
て
も
、
今
後
は
感
染
リ
ス
ク
を

下
げ
る
よ
う
注
意
が
必
要
で
す
。
特
に
、

共
有
の
物
品
が
あ
る
場
所
、
不
特
定
多

数
の
人
が
い
る
場
所
な
ど
へ
の
訪
問
は

避
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

一
人
や
限
ら
れ
た
人
数
で
の
散
歩
な
ど

は
感
染
リ
ス
ク
が
低
い
行
動
と
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
外
出
機
会
を
確
保
す
る

こ
と
は
日
々
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め

に
も
重
要
で
す
。

流
行
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
？

流
行
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
？

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
感
染
が
自
然

や
か
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
い
ま
す
。

３３
つ
の
条
件
が
同
時
に
重
な
っ
た

つ
の
条
件
が
同
時
に
重
な
っ
た

場
に
お
け
る
活
動
の
自
粛

場
に
お
け
る
活
動
の
自
粛

既
に
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
集
団
感
染
が
確
認
さ

れ
た
場
所
に
共
通
す
る
の
は
、
①
換
気

の
悪
い
密
閉
空
間
で
あ
っ
た
、
②
多
く

の
人
が
密
集
し
て
い

た
、
③
近
距
離
（
互

い
に
手
を
伸
ば
し
た

ら
届
く
距
離
）
で
の

会
話
や
発
声
が
行
わ

れ
た
と
い
う
３
つ
の

条
件
が
同
時
に
重
な

っ
た
場
と
い
う
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す

（
図
２
）。
例
え
ば
、

屋
形
船
、
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
、
展
示
商
談
会
、

懇
親
会
等
で
ク
ラ
ス

タ
ー
（
集
団
感
染
）

の
発
生
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の「
３

つ
の
条
件
が
同
時
に

重
な
っ
た
場
所
」
を

避
け
る
だ
け
で
、
多

く
の
人
々
の
重
症
化

に
減
少
す
る
可
能
性
は
低
い
よ
う
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
製
造
に
も
ま
だ
時
間
が
か

か
る
よ
う
な
の
で
、
重
要
な
の
は
社
会

の
ほ
と
ん
ど
が
未
感
染
で
あ
る
た
め
医

療
機
関
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
超
え
な
い

患
者
増
加
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
行
動

を
変
容
さ
せ
て
、
感
染
拡
大
を
と
ど
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
度
感
染

の
山
が
お
さ
ま
っ
た
よ
う
に
み
え
て
も
、

気
を
緩
め
れ
ば
再
度
感
染
拡
大
が
始
ま

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

当
面
の
活
動
は
？

当
面
の
活
動
は
？

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

場
合
８
割
の
感
染
者
は
軽
症
状
で
済
み
、

感
染
者
の
２
割
は
確
実
に
入
院
が
必
要

で
、
そ
の
う
ち
の
２
～
３
％
の
方
は
集

中
治
療
室
に
入
ら
な
い
と
助
け
ら
れ
な

い
状
態
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
透
析
施
設
の
負
担
を
考
え
れ

ば
、
透
析
患
者
が
感
染
す
る
こ
と
を
可

能
な
限
り
避
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

感
染
し
て
い
て
も
気
が
つ
か
な
い
場
合

も
あ
り
、
人
に
感
染
さ
せ
る
リ
ス
ク
も

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

当
面
は
活
動
の
自
粛
を
し
て
い
か
ざ
る

を
得
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
後
の

状
況
を
見
な
が
ら
そ
の
都
度
、
判
断
を

し
て
い
き
ま
す
。

図 2　集団感染の発生のリスクの高い場所
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追 悼

藤田　吉彦（ふじた　よしひこ）２０２０年 ２ 月２０日逝去
享年７６歳。１９４３年１１月２２日東京都生まれ。１９９９年透析
導入。小池会。
２００９年から東腎協理事、２０１３年東腎協会長。２０１６年退任。

藤
田 

吉
彦
さ
ん

（
元
会
長
）

藤
田
元
会
長
を
偲
ん
で

梅
原
　
英
孝

こ
の
度
突
然
の
訃
報
を
知
り
、
藤
田

吉
彦
様
が
享
年
７６
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
た

と
の
事
、
人
生
百
歳
時
代
と
い
わ
れ
る

昨
今
誠
に
残
念
に
思
い
ま
す
。

藤
田
吉
彦
さ
ん
に
は
東
腎
協
第
十
一

代
会
長
と
し
て
全
う
さ
れ
、
そ
の
ご
尽

力
と
ご
功
績
に
対
し
、
会
員
を
代
表
し

て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

藤
田
吉
彦
さ
ん
に
は
深
い
懐
か
し
い
、

そ
し
て
楽
し
い
想
い
出
が
あ
り
ま
す
。

２
０
１
０
年
の
９
月
の
ハ
ワ
イ
旅
で
し

た
。
ま
さ
か
透
析
患
者
が
海
外
旅
行
な

ん
て
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
何
気
な
い
会
話
か
ら
藤
田

さ
ん
か
ら
私
が
旅
行
会
社
と
相
談
し
一

緒
に
海
外
旅
行
に
行
き
ま
せ
ん
か
と
誘

わ
れ
、
ハ
ワ
イ
旅
行
に
藤
田
ご
夫
婦
と

理
事
の
吉
田
芳
子
さ
ん
、
立
川
の
ご
家

族
三
名
そ
し
て
他
県
の
方
二
名
で
ハ
ワ

イ
旅
行
に
透
析
ツ
ア
ー
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。

現
地
で
は
毎
日
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
藤
田
ご
夫
婦
は
海
外
生
活

を
経
験
さ
れ
、
英
語
が
堪
能
で
会
話
に

は
不
便
な
く
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

そ
の
後
２
０
１
３
年
に
会
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
が
、
３
年
程
で
体
調
不
良

に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
私
が
会
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
折
、「
し
っ
か
り
や
っ
て
下
さ
い
。

頼
み
ま
す
よ
」
と
暖
か
い
言
葉
を
頂
き
、

励
ま
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。終

わ
り
に
藤
田
吉
彦
さ
ん
に
感
謝
申

し
上
げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。藤

田
元
会
長
を
悼
む

板
橋
俊
司

藤
田
さ
ん
は
２
０
１
２
年
、
私
が
東

腎
協
理
事
に
な
っ
て
２
年
目
の
時
、
東

腎
協
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

東
腎
協
総
会
後
、
神
保
町
の
中
華
料

理
店
で
さ
さ
や
か
な
祝
賀
会
を
二
人
で

や
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
こ

の
時
が
藤
田
さ
ん
と
の
ち
に
親
し
く
お

付
き
合
い
す
る
始
ま
り
で
し
た
。
ご
自

宅
が
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
ほ
ぼ
毎
日

の
よ
う
に
事
務
局
に
は
来
ら
れ
て
ま
し

た
。
そ
し
て
帰
り
に
は
、
大
塚
の
粋
な

飲
食
店
に
連
れ
て
い
た
だ
き
、
遅
く
ま

で
語
り
合
っ
た
こ
と
が
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
で
す
。

藤
田
さ
ん
は
、
東
腎
協
の
組
織
改
革

を
目
指
し
ま
し
た
。
会
長
直
結
の
総
務

委
員
会
を
設
立
し
、
東
腎
協
の
抱
え
て

い
る
問
題
を
あ
い
ま
い
に
せ
ず
、
徹
底

し
た
議
論
を
し
て
「
３
年
間
の
中
期
計

画
」
提
案
し
ま
し
た
。

会
員
拡
大
で
は
、
優
秀
患
者
会
に
報

奨
金
を
出
し
表
彰
す
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
に
目
標
を
設
定
し
、
未
組
織
施
設
の

訪
問
活
動
を
推
進
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

患
者
の
高
齢
化
、
役
員
の
後
継
者
不
足

の
中
で
、
残
念
な
が
ら
「
中
期
計
画
」

は
不
十
分
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
会
長
就
任

二
期
目
後
半
に
は
、
精
神
的
に
も
体
力

的
に
も
衰
え
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。
結
局
４
年
目
の
任
期
中
に
退
任

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
梅
原
前
会
長
に

代
行
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。そ

れ
か
ら
、
年
に
一
、
二
度
く
ら
い

の
ペ
ー
ス
で
事
務
局
に
訪
ね
て
こ
ら
れ
、

東
腎
協
の
こ
と
を
最
後
ま
で
心
配
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
お
会
い
し
た
の
は
、
昨
年
の

夏
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
の
よ

う
に
フ
ラ
ッ
と
事
務
局
に
来
ら
れ
、「
脊

柱
管
狭
窄
症
の
手
術
を
し
た
ら
、
こ
ん

な
に
元
気
に
な
っ
た
よ
」
と
い
っ
て
、

お
元
気
な
お
姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

私
が
昨
年
末
「
脊
柱
管
狭
窄
症
」
の
手

術
を
受
け
た
の
は
、
藤
田
さ
ん
の
姿
を

見
て
励
ま
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

７６
歳
と
は
言
え
、
ま

だ
ま
だ
東
腎
協
に
は
必

要
な
方
で
し
た
。
来
年

東
京
で
開
催
さ
れ
る
全

腎
協
５０
周
年
記
念
大
会

も
楽
し
み
に
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。「
何
か
手

伝
う
こ
と
あ
る
？
」「
寄

附
金
集
め
し
よ
う

か
？
」
な
ど
と
楽
し
そ

う
に
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
長
い
間
役
員
と
し

て
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を

祈
り
ま
す
。
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事
務
局
か
ら

ご
寄
付
御
礼

○
扶
桑
薬
品
工
業
（
株
）

東
京
第
一
支
店
様

［
国
会
請
願
署
名
・
募
金
御
礼
］

【
患
者
会
】

小
笠
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
、
聖
橋
ク

リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
大
田
病
院
腎
友
会
、

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の

会
、
虎
の
門
・
高
津
会
（
本
院
）、
大

島
腎
友
会
、
松
和
患
者
会
（
西
新
宿
支

部
・
新
宿
南
口
支
部
）、
代
々
木
病
院

透
析
室
内
腎
友
会
、
柳
原
腎
ク
リ
ニ
ッ

ク
健
腎
会
、
勝
和
な
ご
み
会
、
新
江
東

橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
森
山
友
の
会
、

清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会
、
金
町
中
央

病
院
患
者
会
、
新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友

の
会
（
新
小
岩
・
船
堀
）、
西
ク
リ
ニ

ッ
ク
ひ
ま
わ
り
の
会
、
菊
川
橋
ク
リ
ニ

ッ
ク
腎
友
会
、
深
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎

友
会
、
瑞
江
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、

親
水
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
、
中
野
共
立

病
院
腎
友
会
・
絆
の
会
、
練
馬
桜
台
ク

リ
ニ
ッ
ク
さ
く
ら
会
、
東
京
健
生
病
院

サ
ボ
テ
ン
会
、
優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者

会
、
桃
井
診
療
所
腎
友
会
、
あ
か
ま
つ

透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
、
高
松
医
院

腎
友
会
、
優
人
大
泉
学
園
ク
リ
ニ
ッ
ク

患
者
会
、
中
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、

阿
佐
谷
す
ず
き
腎
友
会
、
高
中
腎
友
会
、

昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会
、
高

尾
も
み
じ
会
、
あ
け
ぼ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

い
ち
ょ
う
会
、
保
谷
腎
友
会
、
織
本
病

院
腎
友
会
、
望
星
田
無
ク
リ
ニ
ッ
ク
友

の
会
、
村
上
医
院
ひ
ま
わ
り
会
、
す
な

が
わ
相
互
診
療
所
患
者
会
・
い
ず
み
、

羽
村
相
互
診
療
所
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
、
長

久
保
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
会
、
吉
祥
寺
あ
さ
ひ

腎
友
会
、
日
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、

府
中
け
や
き
会
、
立
花
ク
リ
ニ
ッ
ク
友

の
会
、
永
山
腎
友
会
、
平
山
腎
友
会
、

豊
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
、
あ
け
ぼ
の

東
腎
会
サ
ル
ビ
ア
、
八
王
子
東
町
ク
リ

ニ
ッ
ク
桑
の
実
会
、
国
分
寺
こ
や
ま
腎

友
会

【
個
人
】

新
村
敏
明
、
城
田
紀
久
子
、
小
島
敏
子
、

青
木
厚
子
、
南
波
成
子
、
末
﨑
美
子
、

山
下
清
美
、
山
田
多
喜
男
、
寺
本
明
代
、

土
屋
哲
夫
、
荒
井
千
佳
、
岸
本
敦
、
飯

田
繁
、
堀
口
誠
、
反
田
和
男
、
千
葉
常

信
、
彦
田
忠
義
、
塘
美
穂
子
、
香
内
史

郎
、
金
津
勇
子
、
友
道
国
靖
、
阿
部
広

行
、
佐
藤
陽
子
、
伊
藤
清
、
宮
澤
克
人
、

内
田
利
男
、
桝
永
照
也
、
水
野
一
男
、

高
野
太
郎
、
糸
賀
久
夫
、
佐
藤
義
範
、

西
﨑
正
子
、
福
島
昌
昭
、
佐
藤
幸
子
、

飯
田
弘
、
高
橋
雍
子
、
佐
々
木
美
樹
、

白
銀
榮
子
、
堀
友
子
、
山
邊
静
枝
、
神

長
安
彦
、
阿
久
津
秀
雄
、
須
藤
幸
子
、

菊
池
洋
子

【
賛
助
会
員
】

東
京
在
宅
サ
ー
ビ
ス
様

あ
か
つ
き
印
刷
株
式
会
社
様

【
そ
の
他
】

江
東
区
難
病
団
体
連
絡
会

（
以
上
、
敬
称
略
）

第
４９
次
国
会
請
願
署
名
活
動
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
」の

無
償
配
布
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
」
は
、
日
本
郵

便
（
株
）
が
身
体
障
害
者
及
び
知
的
障

害
者
の
福
祉
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と

認
識
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
無
償
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
東
腎

協
で
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
「
青
い
鳥

郵
便
は
が
き
」
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、

東
腎
協
財
政
の
一
助
に
な
る
よ
う
に
ご

協
力
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
受
付
期
間

２
０
２
０
年
４
月
１
日
（
水
）
か
ら
同

年
６
月
１
日
（
月
）
ま
で

◎
配
布
期
間

２
０
２
０
年
４
月
２０
日
（
月
）
か
ら
同

年
６
月
１
日
（
月
）
ま
で

１
．
お
申
し
込
み
方
法

（
１
）
窓
口
で
の
申
込
方
法

窓
口
で
配
布
の
希
望
を
申
し
込
み
す

る
場
合
は
、
最
寄
り
の
郵
便
局
（
簡
易

郵
便
局
を
除
き
ま
す
。
以
下
同
じ
と
し

ま
す
）
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
ご
提
示

の
上
、「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
配
布
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理
人
に
よ

る
ご
提
出
も
可
能
で
す
。

お
申
し
込
み
用
紙
は
、
郵
便
局
の
窓

口
に
備
え
置
い
て
い
ま
す
。

（
２
）
郵
送
で
の
お
申
し
込
み
方
法

郵
送
に
よ
り
配
布
の
希
望
の
申
し
込

み
を
す
る
場
合
は
、適
宜
の
用
紙
に「
青

い
鳥
郵
便
葉
書
配
布
申
込
書
」
と
同
等

の
内
容
を
記
入
し
て
最
寄
り
の
郵
便
局

に
郵
送
し
て
下
さ
い
。

（
３
）
配
布
の
方
法

２
０
２
０
年
４
月
２０
日
（
月
）
以
降
、

最
寄
り
の
配
達
を
受
け
持
つ
郵
便
局
か
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ら
お
届
け
し
ま
す
。
な
お
、
４
月
２０
日

（
月
）
以
降
、
申
し
込
み
の
住
所
又
は

居
住
の
配
達
を
担
当
す
る
郵
便
局
（
簡

易
郵
便
局
は
除
く
）
の
窓
口
に
お
申
し

込
み
を
し
た
場
合
に
限
り
、「
青
い
鳥

郵
便
葉
書
配
布
申
込
書
」
の
記
載
内
容

を
確
認
の
上
、
そ
の
場
で
お
渡
し
さ
れ

ま
す
。

編
集
後
記

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
自
粛

要
請
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
編
集
作
業
を

し
て
い
ま
す
。
東
腎
協
の
諸
行
事
、
理

事
会
も
す
べ
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
腎
協
大
会
も
中
止
。
こ
の
ま

ま
で
は
６
月
７
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る

第
１５
回
東
腎
協
総
会
も
検
討
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

志
村
け
ん
さ
ん
が
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ

る
肺
炎
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
同
じ

多
摩
出
身
で
７０
歳
。
同
時
代
を
生
き
て

き
た
一
人
と
し
て
、
他
人
事
に
思
え
な

い
。
７０
歳
は
高
齢
者
と
い
え
ど
、
ま
だ

ま
だ
活
躍
出
来
た
だ
ろ
う
し
、
５
～
１０

年
は
人
生
を
満
喫
し
た
か
っ
た
だ
ろ
う
。

い
つ
鎮
静
化
す
る
か
わ
か
ら
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
。
私
た
ち

基
礎
疾
患
の
あ
る
透
析
患
者
は
、
他
の

人
以
上
に
自
己
管
理
に
努
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
密
室
・
密
閉
・
密

着
の
３
密
を
心
が
け
て
。　

（
板
橋
）

〈
事
務
局
雑
感
〉

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
納

ま
り
ま
せ
ん
が
み
な
さ
ま
は
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
？
身
近
な
方
で
罹
っ
た
方
は

居
ま
せ
ん
か
？

私
は
愛
知
県
江
南
市
と
い
う
所
の
生

ま
れ
育
ち
で
、
実
家
が
あ
り
ま
す
。
９５

歳
の
母
が
兄
夫
婦
と
一
緒
に
住
ん
で
い

ま
す
。
江
南
の
駅
前
に
あ
る
銀
行
の
行

員
の
方
が
感
染
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
を
聞
い
た
時
は
心
配
に
な
り
ま
し
た

が
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ

の
後
、
私
の
住
ん
で
い
る
練
馬
で
も
感

染
者
が
、
そ
し
て
透
析
患
者
に
も
と
、

い
よ
い
よ
身
近
に
せ
ま
っ
た
問
題
に
な

り
ま
し
た
。

早
く
ワ
ク
チ
ン
、
薬
が
出
来
、
収
束

す
る
と
い
い
で
す
ね
。 

（
三
好
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
経

済
で
も
倒
産
す
る
企
業
や
失
業
す
る
か

た
も
多
数
出
て
い
ま
す
。

東
腎
協
で
は
第
３１
回
腎
臓
病
を
考
え

る
都
民
の
集
い
が
中
止
と
な
り
、
第
４９

次
国
会
請
願
は
延
期
、
東
腎
協
理
事
会

も
中
止
と
な
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
行

事
が
中
止
や
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

私
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
２
月
中
旬

頃
よ
り
マ
ス
ク
が
町
中
か
ら
消
え
、
今

も
マ
ス
ク
は
買
え
て
い
ま
せ
ん
。
目
に

見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
か
ら
会
員

の
皆
様
に
感
染
が
広
が
ら
な
い
よ
う
願

う
ば
か
り
で
す
。 

（
松
山
）

■
連
日
の
報
道
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
つ
い
て
、
基
礎

疾
患
の
あ
る
会
員
は
戸
惑
い
を
隠
し
き

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
患
者
数
と
死
亡

者
数
の
急
激
な
増
加
、
さ
ら
に
は
、
ワ

ク
チ
ン
、
治
療
法
、
治
療
薬
が
未
開
発

の
状
況
で
感
染
へ
の
不
安
が
増
大
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
備
え
て
、

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
対
策
を
し
っ
か

り
行
う
事
で
、
不
安
軽
減
を
図
り
た
い

も
の
で
す
。 

（
須
藤
）

東京都と協定を締結している
ＨＬＡ検査センター

国家公務員共済組合連合会　虎の門病院 TEL０３―３５88―１１１１

東京医科大学　八王子医療センター TEL０４２―66５―５6１１

東京女子医科大学病院 TEL０３―３３５３―8１１１

東邦大学医療センター大森病院 TEL０３―３７6２―４１５１

その他のＨＬＡ検査センター
（都内及び近隣 ３県）

昭和大学病院 TEL０３―３７8４―8０００

埼玉医科大学国際医療センター TEL０４２―９8４―４１１１

埼玉医科大学総合医療センター TEL０４９―２２8―３４００

独立行政法人国立病院機構　千葉東病院 TEL０４３―２6１―５１７１

東海大学医学部付属病院 TEL０４6３―９３―１１２１

北里大学病院 TEL０４２―７７8―8１１１

公立大学法人横浜市立大学付属病院 TEL０４５―７8７―２8００

❶対象者
都内に住所を有し、人工透析療法を受けている慢性腎不全の方で、献腎移植を希望
するため、公益社団法人日本臓器移植ネットワークへ登録する方（公益社団法人日
本臓器移植ネットワークへの登録に必要な腎臓移植組織適合性検査費が一部助成
されます）。
❷助成額
腎臓移植組織適合性検査費用の一部（平成29年度については10000円とします。）
❸書類提出及び問合せ先
東京都福祉保健局　保健政策部　疾病対策課　献血移植対策担当
電話　03―5320―4506　FAX　03―5388―1437

東京都腎臓移植組織適合性検査費（HLA検査費）助成事業のご案内
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新型コロナウイルス感染症の現状と感染予防について
	 ＮＰＯ法人東京腎臓病協議会　会長　戸倉振一

４月 ７ 日に ７都府県を対象とした新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が発出され、 ４　月　
１６　日には、１３都道府県を「特定警戒都道府県」とした上で、全都道府県を緊急事態措置の対象とし
ました。感染の拡大に伴って、透析患者の新型コロナウイルス感染者数も増え続けています。日本透
析医会の発表資料によると、４月１７日の時点で全国で４７名（死亡 ４名）、この内東京は１３名（死亡 ２名）
となり、全国での死亡率は８．５％と、基礎疾患のない患者と比較して高率となっています。また、Ｅ
ＣＭＯの使用 ２名、人工呼吸器使用が ５名（内 １名死亡）、酸素投与が１４名となっており、低酸素血
症に対する治療が４４．７％行われていたとのことで、透析患者は非常に重症化しやすい傾向があります。
４月 ２日、厚生労働省より「新型コロナウイルス感染症の軽症者等に係る宿泊療養及び自宅療養

の対象並びに自治体における対応に向けた準備について」の事務連絡が都道府県へなされたことによ
り、 ４月 ７日より東京都では、軽症者は宿泊施設等での安静・療養を行うことになりました。しかし、
透析患者はその対象外となっており、新型コロナウイルスＰＣＲ検査で陽性となった場合は、透析が
可能な指定医療機関に入院加療することになります。

４ 月１４日には厚生労働省より「新型コロナウイルス感染症に対応したがん患者・透析患者・障害
児者・妊産婦・小児に係る医療提供体制について」の事務連絡が都道府県に出されています。そこに
は、透析患者が新型コロナウイルスに感染した場合の医療提供体制について、各都道府県は、新型コ
ロナウイルス感染症対策を協議する協議会に透析医療の専門家等を参画させ、透析患者が新型コロナ
ウイルスに感染し、入院治療が必要となった場合や新型コロナウイルス感染症が重症化した場合を想
定し、透析治療を行うことができる新型コロナウイルス感染症の入院患者、重症患者受入医療機関の
設定を行うなど病床の確保に努めるとしています。
このような体制の構築がされていくことを期待したいと思いますが、透析患者が感染すると重症

化しやすいことに加え、透析施設も通常通りの業務以外の対応で大きな負担がかかることも想定され
ることから、この感染症が収束するまで、感染予防を徹底していく必要があります。現在のように感
染が拡大している状況では、誰もがこの新型コロナウイルスを保有している可能性があると考えた感
染対策が必要とされるとのことです。まず、一般的に言われている咳エチケット・こまめな手を洗い
の励行と ３密（換気の悪い密閉空間、多数が集まる密集場所、間近で会話や発声をする密接場面）を
避け、可能な限り生活を維持する以外の外出の自粛をし、人と接触する機会を減らしていただきます
ようお願いいたします。また、透析施設での感染予防について、かかりつけの透析施設の指示に従う
とともに、日本透析医会からの公表資料で啓発している患者に注意してほしいこととしている以下の
点にもご留意ください。
（注意点）
・咳のある場合には、必ずマスクを着用する
・発熱者や風邪症状がある場合は集団での送迎バスの利用を行わない
・患者待合室などで、患者同士の近距離・長時間の滞在を控える。
・待合室や食堂での、患者への食事提供を控える。（食事の際にマスクを外す必要があるため）
・デイサービスなど介護事業の利用を可能な範囲で控える。
　（複数の人と接触して感染を持ち込む可能性がある）
・新幹線や飛行機を利用した長距離の旅行や帰省などの移動は控える。




